
JP 4281238 B2 2009.6.17

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　番組の録画予約を制御するための制御データを記憶する記憶手段と、
　第１の情報処理装置から、ネットワークを介して前記番組に関する番組情報の提供の要
求があった場合、前記番組情報を提供する提供手段と、
　前記第１の情報処理装置から送信されてきた、前記第１の情報処理装置のユーザに関す
る情報であるユーザ情報に基づいて、録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信
先としての前記第１の情報処理装置の第１の電子メールアドレスと、録画予約を設定する
装置である第２の情報処理装置の第２の電子メールアドレスを、予め登録されている情報
から特定する特定手段と、
　前記第１の情報処理装置から、前記ネットワークを介して所定の前記制御データを前記
第２の情報処理装置に送信するように要求があった場合、前記第１の情報処理装置のユー
ザにより指定された前記制御データを検索して前記記憶手段から読み出し、読み出した前
記制御データが付加され、前記特定手段により特定された前記第１の電子メールアドレス
が録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信先として記述された電子メールを作
成する作成手段と、
　前記作成手段により作成された前記電子メールを、前記特定手段により特定された前記
第２の電子メールアドレスを送信先として、前記ネットワークを介して前記第２の情報処
理装置に送信する送信手段と
　を備える番組情報提供装置。
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【請求項２】
　前記制御データは、チャンネル情報、録画開始日、録画開始時刻、および録画終了時刻
を含む
　請求項１に記載の番組情報提供装置。
【請求項３】
　前記制御データは、前記電子メールの本文に記述されている
　請求項１に記載の番組情報提供装置。
【請求項４】
　前記送信手段は、前記制御データを汎用の電子メールに付加し、前記ネットワークを介
して前記第２の情報処理装置に送信する
　請求項１に記載の番組情報提供装置。
【請求項５】
　前記汎用の電子メールは、インターネットを介して送受信が可能な電子メールである
　請求項４に記載の番組情報提供装置。
【請求項６】
　第１の情報処理装置から、ネットワークを介して番組に関する番組情報の提供の要求が
あった場合、前記番組情報を提供する提供ステップと、
　前記第１の情報処理装置から送信されてきた、前記第１の情報処理装置のユーザに関す
る情報であるユーザ情報に基づいて、録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信
先としての前記第１の情報処理装置の第１の電子メールアドレスと、録画予約を設定する
装置である第２の情報処理装置の第２の電子メールアドレスを、予め登録されている情報
から特定する特定ステップと、
　前記第１の情報処理装置から、前記ネットワークを介して所定の制御データを第２の情
報処理装置に送信するように要求があった場合、前記第１の情報処理装置のユーザにより
指定された前記制御データを検索して、番組の録画予約を制御するための前記制御データ
を記憶する記憶手段から読み出し、読み出した前記制御データが付加され、前記特定ステ
ップの処理により特定された前記第１の電子メールアドレスが録画予約の設定の結果を通
知する電子メールの送信先として記述された電子メールを作成する作成ステップと、
　前記作成ステップの処理により作成された前記電子メールを、前記特定ステップの処理
により特定された前記第２の電子メールアドレスを送信先として、前記ネットワークを介
して前記第２の情報処理装置に送信する送信ステップと
　を含む番組情報提供方法。
【請求項７】
　第１の情報処理装置から、ネットワークを介して番組に関する番組情報の提供の要求が
あった場合、前記番組情報を提供する提供ステップと、
　前記第１の情報処理装置から送信されてきた、前記第１の情報処理装置のユーザに関す
る情報であるユーザ情報に基づいて、録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信
先としての前記第１の情報処理装置の第１の電子メールアドレスと、録画予約を設定する
装置である第２の情報処理装置の第２の電子メールアドレスを、予め登録されている情報
から特定する特定ステップと、
　前記第１の情報処理装置から、前記ネットワークを介して所定の制御データを第２の情
報処理装置に送信するように要求があった場合、前記第１の情報処理装置のユーザにより
指定された前記制御データを検索して、番組の録画予約を制御するための前記制御データ
を記憶する記憶手段から読み出し、読み出した前記制御データが付加され、前記特定ステ
ップの処理により特定された前記第１の電子メールアドレスが録画予約の設定の結果を通
知する電子メールの送信先として記述された電子メールを作成する作成ステップと、
　前記作成ステップの処理により作成された前記電子メールを、前記特定ステップの処理
により特定された前記第２の電子メールアドレスを送信先として、前記ネットワークを介
して前記第２の情報処理装置に送信する送信ステップと
　を含む処理をコンピュータに実行させるプログラムが格納されているプログラム格納媒
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体。
【請求項８】
　番組の録画予約を制御するための制御データをネットワークを介して提供する番組情報
提供装置、前記番組の録画予約を行う第１の情報処理装置、および、前記番組の録画を行
う第２の情報処理装置からなる画像記録システムにおいて、
　前記番組情報提供装置は、
　　前記制御データを記憶する記憶手段と、
　　第１の情報処理装置から、ネットワークを介して前記番組に関する番組情報の提供の
要求があった場合、前記番組情報を提供する提供手段と、
　　前記第１の情報処理装置から送信されてきた、前記第１の情報処理装置のユーザに関
する情報であるユーザ情報に基づいて、録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送
信先としての前記第１の情報処理装置の第１の電子メールアドレスと、録画予約を設定す
る装置である第２の情報処理装置の第２の電子メールアドレスを、予め登録されている情
報から特定する特定手段と、
　　前記第１の情報処理装置から、前記ネットワークを介して所定の前記制御データを前
記第２の情報処理装置に送信するように要求があった場合、前記第１の情報処理装置のユ
ーザにより指定された前記制御データを検索して前記記憶手段から読み出し、読み出した
前記制御データが付加され、前記特定手段により特定された前記第１の電子メールアドレ
スが録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信先として記述された電子メールを
作成する作成手段と、
　　前記作成手段により作成された前記電子メールを、前記特定手段により特定された前
記第２の電子メールアドレスを送信先として、前記ネットワークを介して前記第２の情報
処理装置に送信する送信手段と
　を備え、
　前記第１の情報処理装置は、
　　前記番組情報提供装置から前記ネットワークを介して提供される前記番組に関する番
組情報の表示を制御し、その中から所定の前記番組を選択する選択手段と、
　　前記選択手段により前記番組が選択されると、前記番組情報提供装置に対して、前記
制御データを前記第２の情報処理装置に前記ネットワークを介して送信するように要求す
る要求手段と
　を備え、
　前記第２の情報処理装置は、
　　前記番組情報提供装置より前記ネットワークを介して送信されてきた前記電子メール
を受信する受信手段と、
　　前記受信手段により受信された前記電子メールに付加されている前記制御データを記
憶し、前記制御データに基づいて、前記番組の録画を制御する録画制御手段と
　備える
　画像記録システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、番組情報提供装置および方法、画像記録システム、並びにプログラム格納媒
体に関し、特に、録画予約に関する情報をメールに添付して端末に送信し、そのメールを
受信した端末が自動的に録画予約を行うことができるようにした番組情報提供装置および
方法、画像記録システム、並びにプログラム格納媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
パーソナルコンピュータに、チューナを内蔵し、テレビジョン放送局から画像および音声
の信号を受信し、受信した画像および音声を所定のデジタルデータに変換して、ハードデ
ィスクなどの記録媒体に記録し、必要に応じて再生する技術が利用されるようになりつつ
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ある。
【０００３】
例えば、本出願人が、製造販売しているVAIO（商標）パーソナルコンピュータに搭載され
ているGiga Pocket（商標）と呼ばれる録画予約ソフトウェアにおいては、ユーザが、キ
ーボードやマウスなどの入力装置を用いて、所望の放送に関する、チャンネル、および放
送開始時刻、放送終了時刻などの情報を入力することにより、録画予約の設定が行われる
。
【０００４】
図１乃至図３は、従来のGiga Pocketによる録画予約を設定する動作を説明する図である
。
【０００５】
ユーザにより所定のキーコマンドが入力され、録画予約を行うためのプログラムが起動さ
れると、パーソナルコンピュータは、図１に示すように、録画するチャンネル、並びに録
画の開始日および録画の開始時刻を設定するウィンドウを表示させる。ユーザは、このウ
ィンドウの所定のフィールドに、録画するチャンネル、並びに、録画の開始日および開始
時刻を入力する。
【０００６】
ユーザは、このウィンドウに録画するチャンネル、並びに、録画の開始日および開始時刻
を入力した後、「次へ」と表示されたボタンをクリックする。これにより、パーソナルコ
ンピュータは、所定のフィールドに設定（入力）された録画するチャンネル、並びに、録
画の開始日および開始時刻のデータを読み込み、図２に示される、終了時刻および録画モ
ードを設定するウィンドウを表示させる。
【０００７】
ユーザは、このウィンドウに終了時刻および録画モードを入力し、「次へ」と表示された
ボタンをクリックする。これにより、パーソナルコンピュータは、所定のフィールドに設
定（入力）された終了時刻および録画モードを読み込み、図３に示される、設定を確認さ
せるためのウィンドウを表示させる。
【０００８】
ユーザは、図３に示されたウィンドウを見て、入力に誤りがないことを確認すると、「完
了」と表示されたボタンをクリックする。これにより、パーソナルコンピュータは、所望
の番組の録画予約を完了する。
【０００９】
ところで、近年では、遠隔地から遠隔制御により録画予約を設定することも可能になって
きた。これにより、外出中においても、所望の放送番組を録画することができ、非常に便
利である。
【００１０】
例えば、本出願人は、先に特開平１０－２６１２５１号公報として、電子メールを用いて
、遠隔地からビデオデッキの録画予約を行う方法を提案している。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ユーザが、例えば、上記公報に開示されている録画予約方法を用いて、遠
隔地から遠隔制御により録画予約の設定を行う場合、新聞や雑誌などに掲載されている番
組表から録画予約に関する情報を入力しなければならず、面倒で、手間がかかる課題があ
った。
【００１２】
また、既に設定された録画予約のスケジュールを変更またはキャンセルする場合、その操
作が複雑であった。
【００１３】
本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、遠隔地からのネットワークを介し
た録画予約を、容易に、かつ、迅速に設定することができるようにするものである。
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【００３４】
【課題を解決するための手段】
　本発明の番組情報提供装置は、番組の録画予約を制御するための制御データを記憶する
記憶手段と、第１の情報処理装置から、ネットワークを介して番組に関する番組情報の提
供の要求があった場合、番組情報を提供する提供手段と、第１の情報処理装置から送信さ
れてきた、第１の情報処理装置のユーザに関する情報であるユーザ情報に基づいて、録画
予約の設定の結果を通知する電子メールの送信先としての第１の情報処理装置の第１の電
子メールアドレスと、録画予約を設定する装置である第２の情報処理装置の第２の電子メ
ールアドレスを、予め登録されている情報から特定する特定手段と、第１の情報処理装置
から、ネットワークを介して所定の制御データを第２の情報処理装置に送信するように要
求があった場合、第１の情報処理装置のユーザにより指定された制御データを検索して記
憶手段から読み出し、読み出した制御データが付加され、特定手段により特定された第１
の電子メールアドレスが録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信先として記述
された電子メールを作成する作成手段と、作成手段により作成された電子メールを、特定
手段により特定された第２の電子メールアドレスを送信先として、ネットワークを介して
第２の情報処理装置に送信する送信手段とを備える。
【００３５】
前記制御データは、チャンネル情報、録画開始日、録画開始時刻、および録画終了時刻を
含むようにすることができる。
【００３７】
前記制御データは、前記電子メールの本文に記述されている。
【００３８】
前記送信手段は、制御データを汎用の電子メールに付加し、ネットワークを介して第２の
情報処理装置に送信するようにすることができる。
【００３９】
前記汎用の電子メールは、インターネットを介して送受信が可能な電子メールとすること
ができる。
【００４０】
　本発明の番組情報提供方法は、第１の情報処理装置から、ネットワークを介して番組に
関する番組情報の提供の要求があった場合、番組情報を提供する提供ステップと、第１の
情報処理装置から送信されてきた、第１の情報処理装置のユーザに関する情報であるユー
ザ情報に基づいて、録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信先としての第１の
情報処理装置の第１の電子メールアドレスと、録画予約を設定する装置である第２の情報
処理装置の第２の電子メールアドレスを、予め登録されている情報から特定する特定ステ
ップと、第１の情報処理装置から、ネットワークを介して所定の制御データを第２の情報
処理装置に送信するように要求があった場合、第１の情報処理装置のユーザにより指定さ
れた制御データを検索して、番組の録画予約を制御するための制御データを記憶する記憶
手段から読み出し、読み出した制御データが付加され、特定ステップの処理により特定さ
れた第１の電子メールアドレスが録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信先と
して記述された電子メールを作成する作成ステップと、作成ステップの処理により作成さ
れた電子メールを、特定ステップの処理により特定された第２の電子メールアドレスを送
信先として、ネットワークを介して第２の情報処理装置に送信する送信ステップとを含む
。
【００４１】
　本発明の第３のプログラム格納媒体に格納されているプログラムは、第１の情報処理装
置から、ネットワークを介して番組に関する番組情報の提供の要求があった場合、番組情
報を提供する提供ステップと、第１の情報処理装置から送信されてきた、第１の情報処理
装置のユーザに関する情報であるユーザ情報に基づいて、録画予約の設定の結果を通知す
る電子メールの送信先としての第１の情報処理装置の第１の電子メールアドレスと、録画
予約を設定する装置である第２の情報処理装置の第２の電子メールアドレスを、予め登録
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されている情報から特定する特定ステップと、第１の情報処理装置から、ネットワークを
介して所定の制御データを第２の情報処理装置に送信するように要求があった場合、第１
の情報処理装置のユーザにより指定された制御データを検索して、番組の録画予約を制御
するための制御データを記憶する記憶手段から読み出し、読み出した制御データが付加さ
れ、特定ステップの処理により特定された第１の電子メールアドレスが録画予約の設定の
結果を通知する電子メールの送信先として記述された電子メールを作成する作成ステップ
と、作成ステップの処理により作成された電子メールを、特定ステップの処理により特定
された第２の電子メールアドレスを送信先として、ネットワークを介して第２の情報処理
装置に送信する送信ステップとを含む。
【００４２】
　本発明の番組情報提供装置および方法、並びに第３のプログラム格納媒体に格納されて
いるプログラムにおいては、第１の情報処理装置から、ネットワークを介して番組に関す
る番組情報の提供の要求があった場合、番組情報が提供され、第１の情報処理装置から送
信されてきた、第１の情報処理装置のユーザに関する情報であるユーザ情報に基づいて、
録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信先としての第１の情報処理装置の第１
の電子メールアドレスと、録画予約を設定する装置である第２の情報処理装置の第２の電
子メールアドレスが、予め登録されている情報から特定される。また、第１の情報処理装
置から、ネットワークを介して所定の制御データを第２の情報処理装置に送信するように
要求があった場合、第１の情報処理装置のユーザにより指定された制御データを検索して
記憶手段から読み出され、読み出された制御データが付加され、特定手段により特定され
た第１の電子メールアドレスが録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信先とし
て記述された電子メールが作成され、作成された電子メールがネットワークを介して第２
の情報処理装置に送信される。
【００４３】
　本発明の画像記録システムは、番組情報提供装置が、制御データを記憶する記憶手段と
、第１の情報処理装置から、ネットワークを介して番組に関する番組情報の提供の要求が
あった場合、番組情報を提供する提供手段と、第１の情報処理装置から送信されてきた、
第１の情報処理装置のユーザに関する情報であるユーザ情報に基づいて、録画予約の設定
の結果を通知する電子メールの送信先としての第１の情報処理装置の第１の電子メールア
ドレスと、録画予約を設定する装置である第２の情報処理装置の第２の電子メールアドレ
スを、予め登録されている情報から特定する特定手段と、第１の情報処理装置から、ネッ
トワークを介して所定の制御データを第２の情報処理装置に送信するように要求があった
場合、第１の情報処理装置のユーザにより指定された制御データを検索して記憶手段から
読み出し、読み出した制御データが付加され、特定手段により特定された第１の電子メー
ルアドレスが録画予約の設定の結果を通知する電子メールの送信先として記述された電子
メールを作成する作成手段と、作成手段により作成された電子メールを、特定手段により
特定された第２の電子メールアドレスを送信先として、ネットワークを介して第２の情報
処理装置に送信する送信手段とを備え、第１の情報処理装置が、番組情報提供装置からネ
ットワークを介して提供される番組に関する番組情報の表示を制御し、その中から所定の
番組を選択する選択手段と、選択手段により番組が選択されると、番組情報提供装置に対
して、制御データを第２の情報処理装置にネットワークを介して送信するように要求する
要求手段とを備え、第２の情報処理装置が、番組情報提供装置よりネットワークを介して
送信されてきた電子メールを受信する受信手段と、受信手段により受信された電子メール
に付加されている制御データを記憶し、制御データに基づいて、番組の録画を制御する録
画制御手段とを備える。
【００４４】
本発明の画像記録システムにおいては、第１の情報処理装置からネットワークを介して制
御データの送信要求があった場合、番組情報提供装置から読み出された所定の制御データ
が電子メールに付加され、ネットワークを介して第２の情報処理装置に送信され、その制
御データに基づいて、番組の録画が制御される。
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【００４５】
【発明の実施の形態】
図４は、本発明に係る画像記録再生システムの一実施の形態の構成例を示す図である。
【００４６】
公衆回線網４には、通信サービスの提供エリアを所望の広さに分割したセルにそれぞれ配
置されている、固定無線端末である基地局３－１または３－２を介して、カメラ付デジタ
ル携帯電話機１またはPDA２が、それぞれ接続されている。また、公衆回線網４には、パ
ーソナルコンピュータ１１が接続されている。
【００４７】
基地局３－１または３－２は、移動無線端末であるカメラ付デジタル携帯電話機１または
PDA２を、例えば、W-CDMA（Wideband-Code Division Multiple Access）と呼ばれる符号
分割多元接続により無線接続し、移動無線端末であるカメラ付デジタル携帯電話機１また
はPDA２と、2GHzの周波数帯域を利用して最大2Mbpsのデータ転送速度で大容量データを高
速にデータ通信できる。
【００４８】
また、基地局３－１または３－２は、有線回線を介して、公衆回線網４に接続されている
。公衆回線網４には、インターネット８、図示せぬ加入者有線端末装置、コンピュータネ
ットワーク、および企業内ネットワーク等が接続されている。
【００４９】
カメラ付デジタル携帯電話機１およびPDA２は、基地局３－１または３－２とW-CDMA方式
により大容量データを高速にデータ通信できるので、音声通話に限らず、電子メールの送
受信、簡易ホームページの閲覧、画像の送受信等の多種に及ぶデータ通信を実行すること
ができる。
【００５０】
カメラ付デジタル携帯電話機１およびPDA２は、インターネット８を介して、EPGサーバ１
０に接続されており、所定のテレビジョン放送局の所定の番組の録画を予約するための録
画予約データの送信を要求することができる。パーソナルコンピュータ１６は、カメラ付
デジタル携帯電話機１およびPDA２と同様に、インターネット８を介して、EPGサーバ１０
に接続されており、所定のテレビジョン放送局の所定の番組の録画を予約するための録画
予約データの送信を要求することができる。
【００５１】
インターネットサービスプロバイダのアクセスサーバ６は、公衆回線網４に接続されてい
る他、直接、またはインターネット８を介して、インターネットサービスプロバイダが保
有するコンテンツサーバ７に接続されている。
【００５２】
コンテンツサーバ７は、パーソナルコンピュータ１１、およびパーソナルコンピュータ１
６からの要求に対応して、ホームページ等のコンテンツを、HTML（HyperText Markup Lan
guage）方式のファイルとして提供したり、加入者有線端末装置、カメラ付デジタル携帯
電話機１、およびPDA２からの要求に対応して、例えば、簡易ホームページ等のコンテン
ツを、コンパクトHTML方式のファイルとして提供する。
【００５３】
インターネット８にはまた、多数のWWW（World Wide Web）サーバ９－１乃至９－Ｎや、
企業内に設置されたパーソナルコンピュータ１６が接続されている。WWWサーバ９－１乃
至９－Ｎは、TCP/IPのプロトコルに従って、加入者有線端末装置、カメラ付デジタル携帯
電話機１、PDA２、パーソナルコンピュータ１１、および、パーソナルコンピュータ１６
からアクセスされる。
【００５４】
因みに、カメラ付デジタル携帯電話機１およびPDA２は、基地局３－１または３－２まで
を2Mbpsの簡易トランスポートプロトコルで通信し、基地局３－１または３－２から、イ
ンターネット８、およびWWWサーバ９－１乃至９－ＮまでをTCP/IPで通信する。
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【００５５】
管理制御装置５は、公衆回線網４を介して、加入者有線端末装置、カメラ付デジタル携帯
電話機１、またはPDA２に接続され、加入者有線端末装置、カメラ付デジタル携帯電話機
１、またはPDA２に対する認証処理や課金処理などを実行する。
【００５６】
パーソナルコンピュータ１１は、所定のテレビジョン放送局から送信された電波を受信し
たアンテナ１２から供給される信号を入力し、所定の画像および音声（いわゆる、番組の
画像および音声）を再生し、その画像および音声を記録する。パーソナルコンピュータ１
１はまた、VCR(Video Cassette Recorder)１３から供給されたアナログ信号、またはIEEE
（Institute of Electrical and Electronic Engineers）1394などのネットワーク１５を
介してDVCR（Digital Video Cassette Recorder）１４から供給されたデジタルデータに
対応する画像および音声を再生し、その画像および音声を記録する。
【００５７】
パーソナルコンピュータ１１はまた、記録している音声および画像に対応するアナログ信
号をVCR１３に供給し、または、記録している音声および画像に対応するデジタルデータ
をDVCR１４に供給する。さらに、パーソナルコンピュータ１１は、インターネット８を介
して送信されてくる、録画予約データが添付された電子メールを受信し、その録画予約デ
ータを基に、所定の番組の録画予約を実行する。
【００５８】
EPG（Electronic Program Guide）サーバ１０は、いわゆるWebサーバで、その内部に構築
されているEPG情報データベースに、EPG情報（番組表）、および、所定のテレビジョン放
送局の所定の番組の録画を予約するための録画予約データを記録している。EPGサーバ１
０はまた、カメラ付デジタル携帯電話機１、PDA２、またはパーソナルコンピュータ１６
から送信されてくる、所定のテレビジョン放送局の所定の番組の録画を予約するための、
録画予約データの送信を要求するメッセージを受信する。さらに、EPGサーバ１０は、受
信したメッセージに含まれている番組名を基に、EPG情報データベースを検索した結果で
ある録画予約データを電子メールに添付し、インターネット８、アクセスサーバ６、およ
び公衆回線網４を介してパーソナルコンピュータ１１に送信する。
【００５９】
図５は、カメラ付デジタル携帯電話機１の外観の構成例を示している。
【００６０】
同図に示されるようにカメラ付デジタル携帯電話機１は、表示部２２および本体２３で構
成され、中央のヒンジ部２１により折り畳み可能に形成されている。
【００６１】
表示部２２は、上端左部に、引出しまたは収納可能な送受信用のアンテナ３１を有する。
カメラ付デジタル携帯電話機１は、アンテナ３１を介して、固定無線端末である基地局３
－１との間で電波を送受信する。
【００６２】
また、表示部２２は、上端中央部にほぼ１８０度の角度範囲で回動自在なカメラ部３２を
有する。カメラ付デジタル携帯電話機１は、カメラ部３２のCCDカメラ３３によって所望
の撮像対象を撮像する。
【００６３】
カメラ部３２がユーザによってほぼ１８０度回動されて位置決めされた場合、図６に示さ
れるように、表示部２２は、カメラ部３２の背面側中央に設けられたスピーカ３４が正面
側に位置する状態となる。これにより、カメラ付デジタル携帯電話機１は、通常の音声通
話状態に切り換わる。
【００６４】
さらに、表示部２２の正面に液晶ディスプレイ３５が設けられている。液晶ディスプレイ
３５は、電波の受信状態、電池残量、電話帳として登録されている相手先名や電話番号お
よび発信履歴等の他、電子メールの内容、簡易ホームページ、カメラ部３２のCCDカメラ
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３３で撮像した画像などを表示する。
【００６５】
一方、本体２３には、その表面に「０」乃至「９」の数字キー、発呼キー、リダイヤルキ
ー、終話及び電源キー、クリアキー及び電子メールキー等の操作キー４１が設けられてい
る。操作キー４１の操作に対応した各種指示が、カメラ付デジタル携帯電話機１に入力さ
れる。
【００６６】
また、本体２３の操作キー４１の下部にメモボタン４２およびマイクロフォン４３が設け
られている。カメラ付デジタル携帯電話機１は、メモボタン４２が操作されたとき、通話
中の相手の音声を録音する。カメラ付デジタル携帯電話機１は、マイクロフォン４３によ
って通話時のユーザの音声を集音する。
【００６７】
さらに、本体２３の操作キー４１の上部に回動自在なジョグダイヤル４４が、本体２３の
表面から僅かに突出した状態で設けられている。カメラ付デジタル携帯電話機１は、ジョ
グダイヤル４４に対する回動操作に応じて、液晶ディスプレイ３５に表示されている電話
帳リストもしくは電子メールのスクロール動作、簡易ホームページのページ捲り動作、ま
たは画像の送り動作等の種々の動作を実行する。
【００６８】
例えば、本体２３は、ユーザによるジョグダイヤル４４の回動操作に応じて液晶ディスプ
レイ３５に表示された電話帳リストの複数の電話番号の中から所望の電話番号を選択し、
ジョグダイヤル４４が本体２３の内部方向に押圧されたとき、選択されている電話番号を
確定して、確定された電話番号に対して自動的に発呼処理を行う。
【００６９】
なお、本体２３は、背面側に図示せぬバッテリパックが装着されており、終話／電源キー
がオン状態になると、バッテリパックから各回路部に対して電力が供給されて動作可能な
状態に起動する。
【００７０】
ところで、本体２３の左側面上部に抜差自在なメモリースティック５１を装着するための
メモリースティックスロット４５が設けられている。カメラ付デジタル携帯電話機１は、
メモボタン４２が押下されると、通話中の相手の音声を装着されているメモリースティッ
ク５１に記録する。カメラ付デジタル携帯電話機１は、ユーザの操作に応じて、電子メー
ル、簡易ホームページ、CCDカメラ３３で撮像した画像を、装着されているメモリーステ
ィック５１に記録する。
【００７１】
メモリースティック５１は、本願出願人であるソニー株式会社によって開発されたフラッ
シュメモリカードの一種である。このメモリースティック５１は、縦21.5×横50×厚さ2.
8[mm] の小型薄型形状のプラスチックケース内に電気的に書換えや消去が可能な不揮発性
メモリであるEEPROM（Electrically Erasable and Programmable Read Only Memory ）の
一種であるフラッシュメモリ素子を格納したものであり、１０ピン端子を介して画像や音
声、音楽等の各種データの書き込み及び読み出しが可能となっている。
【００７２】
また、メモリースティック５１は、大容量化等による内蔵フラッシュメモリの仕様変更に
対しても、使用する機器で互換性を確保することができる独自のシリアルプロトコルを採
用し、最大書込速度1.5[MB/S] 、最大読出速度2.45[MB/S]の高速性能を実現しているとと
もに、誤消去防止スイッチを設けて高い信頼性を確保している。
【００７３】
従って、カメラ付デジタル携帯電話機１は、このようなメモリースティック５１を装着可
能に構成されているために、メモリースティック５１を介して、他の電子機器との間でデ
ータの共有化を図ることができる。
【００７４】
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図７は、カメラ付デジタル携帯電話機１の内部の構成例を示している。
【００７５】
表示部２２および本体２３の各部を統括的に制御する主制御部６１に対して、電源回路部
６５、操作入力制御部６２、画像エンコーダ６３、カメラインターフェース（I/F）部６
４、LCD（Liquid Crystal Display）制御部６６、多重分離部６８、変復調回路部６９、
および音声コーデック７０がメインバス７１を介して互いに接続されるとともに、画像エ
ンコーダ６３、画像デコーダ６７、多重分離部６８、記憶再生部７３、変復調回路部６９
、および音声コーデック７０が同期バス７２を介して互いに接続されて構成されている。
【００７６】
電源回路部６５は、ユーザの操作により終話／電源キーがオン状態にされると、バッテリ
パックから各部に対して電力を供給することによりカメラ付デジタル携帯電話機１を動作
可能な状態に起動する。
【００７７】
カメラ付デジタル携帯電話機１は、CPU、ROMおよびRAM等でなる主制御部６１の制御に基
づいて、音声通話モードにおいて、マイクロフォン４３で集音した音声信号を音声コーデ
ック７０によってデジタル音声データに変換する。カメラ付デジタル携帯電話機１は、デ
ジタル音声データを変復調回路部６９でスペクトラム拡散処理し、送受信回路部７４でデ
ジタルアナログ変換処理および周波数変換処理を施した後、アンテナ３１を介して送信す
る。
【００７８】
また、カメラ付デジタル携帯電話機１は、音声通話モードにおいて、アンテナ３１で受信
した受信信号を増幅して周波数変換処理およびアナログデジタル変換処理を施し、変復調
回路部６９でスペクトラム逆拡散処理し、音声コーデック７０によってアナログ音声信号
に変換する。カメラ付デジタル携帯電話機１は、アナログ音声信号に対応する音声をスピ
ーカ３４に出力させる。
【００７９】
さらに、カメラ付デジタル携帯電話機１は、データ通信モードにおいて、電子メールを送
信する場合、操作キー４１およびジョグダイヤル４４の操作によって入力されたテキスト
データを、操作入力制御部６２を介して主制御部６１に送出する。
【００８０】
主制御部６１は、テキストデータを変復調回路部６９でスペクトラム拡散処理し、送受信
回路部７４でデジタルアナログ変換処理及び周波数変換処理を施した後、アンテナ３１を
介して基地局３－１へ送信する。
【００８１】
これに対して、カメラ付デジタル携帯電話機１は、データ通信モードにおいて、電子メー
ルを受信する場合、アンテナ３１を介して基地局３－１から受信した受信信号を変復調回
路部６９でスペクトラム逆拡散処理して、元のテキストデータを復元した後、LCD制御部
６６を介して液晶ディスプレイ３５に電子メールとして表示する。
【００８２】
この後、カメラ付デジタル携帯電話機１は、ユーザの操作に応じて受信した電子メールを
、記憶再生部７３を介してメモリースティック５１に記録することも可能である。
【００８３】
カメラ付デジタル携帯電話機１は、データ通信モードにおいて画像データを送信する場合
、CCDカメラ３３で撮像された画像データを、カメラインターフェース部６４を介して画
像エンコーダ６３に供給する。
【００８４】
因みに、カメラ付デジタル携帯電話機１は、画像データを送信しない場合には、CCDカメ
ラ３３で撮像した画像データを、カメラインターフェース部６４およびLCD制御部６６を
介して、液晶ディスプレイ３５に直接表示することも可能である。
【００８５】
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画像エンコーダ６３は、CCDカメラ３３から供給された画像データを、例えば、MPEG（Mov
ing Picture Experts Group）２またはMPEG４等の所定の符号化方式によって圧縮符号化
することにより符号化画像データに変換し、これを多重分離部６８に送出する。
【００８６】
このとき同時に、カメラ付デジタル携帯電話機１は、CCDカメラ３３で撮像中にマイクロ
フォン４３で集音した音声を、音声コーデック７０を介してデジタルの音声データとして
多重分離部６８に送出する。
【００８７】
多重分離部６８は、画像エンコーダ６３から供給された符号化画像データと音声コーデッ
ク７０から供給された音声データとを所定の方式で多重化し、その結果得られる多重化デ
ータを変復調回路部６９でスペクトラム拡散処理し、送受信回路部７４でデジタルアナロ
グ変換処理及び周波数変換処理を施した後、アンテナ３１を介して送信する。
【００８８】
これに対して、カメラ付デジタル携帯電話機１は、データ通信モードにおいて、例えば、
簡易ホームページ等にリンクされた動画像ファイルのデータを受信する場合、アンテナ３
１を介して基地局３－１から受信した受信信号を変復調回路部６９でスペクトラム逆拡散
処理し、その結果得られる多重化データを多重分離部６８に送出する。
【００８９】
多重分離部６８は、多重化データを符号化画像データと音声データとに分離し、同期バス
７２を介して、符号化画像データを画像デコーダ６７に供給するとともに、音声データを
音声コーデック７０に供給する。
【００９０】
画像デコーダ６７は、符号化画像データをMPEG２またはMPEG４等の所定の符号化方式に対
応した復号方式でデコードすることにより再生動画像データを生成し、これを、LCD制御
部６６を介して液晶ディスプレイ３５に供給する。これにより、カメラ付デジタル携帯電
話機１は、例えば、簡易ホームページにリンクされた動画像ファイルに含まれる動画デー
タを表示する。
【００９１】
このとき同時に、音声コーデック７０は、音声データをアナログ音声信号に変換した後、
これをスピーカ３４に供給する。これにより、カメラ付デジタル携帯電話機１は、例えば
、簡易ホームページにリンクされた動画像ファイルに含まる音声データを再生する。
【００９２】
この場合も電子メールの場合と同様に、カメラ付デジタル携帯電話機１は、受信した簡易
ホームページ等にリンクされたデータを、ユーザの操作により、記憶再生部７３を介して
メモリースティック５１に記録することが可能である。
【００９３】
図８および図９は、PDA２の外観の構成例を説明する図である。図８は、ユーザに把持さ
れたときのPDA２の斜視図である。図９は、PDA２の正面図である。
【００９４】
PDA２は、片手で把持および操作が可能な大きさに、その筐体が形成されている。PDA２の
上部には、半導体メモリが内蔵されているメモリースティック５１が挿入されるスロット
が設けられている。
【００９５】
PDA２の下面には、公衆回線網４と接続するための図示せぬモデムおよび各種データを授
受するUSB（Universal Sirial Bus）ポート（図示せず）等が設けられている。また、PDA
２には、表示部８１、キー８２、およびジョグダイヤル８３などが設けられている。
【００９６】
表示部８１は、液晶表示装置などの薄型の表示装置で構成され、アイコン、サムネイル、
またはテキストなどの画像を表示する。表示部８１の下側には、タッチパッド８１ａが設
けられている。そのタッチパッド８１ａを指またはペンなどで押圧することにより、PDA
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２に所定のデータまたは動作指示が入力される。
【００９７】
キー８２は、CPU９１（図１０）に各種の指令を入力するとき、ユーザにより操作される
。
【００９８】
ジョグダイヤル８３は、表示部８１に表示されたアイコンまたはサムネイルを選択すると
きなどにおいて、回転操作または本体側への押圧操作がなされる。
【００９９】
図１０は、PDA２の電気的な構成例を示すブロック図である。
【０１００】
CPU（Central Processing Unit）９１は、発振器９２から供給されるクロック信号に同期
して、Flash ROM（Read-only Memory）９３またはEDO DRAM（Extended Data Out Dynamic
 Random-Access Memory）９４に格納されているオペレーティングシステム、またはアプ
リケーションプログラムなどの各種のプログラムを実行する。
【０１０１】
Flash ROM９３は、EEPROM（Electrically Erasable Programmable Read-Only Memory）の
一種であるフラッシュメモリで構成され、一般的には、CPU９１が使用するプログラムや
演算用のパラメータのうちの基本的に固定のデータを格納する。EDO DRAM９４は、CPU９
１が実行するプログラムや、その実行において適宜変化するパラメータを格納する。
【０１０２】
メモリースティックインターフェース（I/F）９５は、PDA２に装着されているメモリース
ティック５１からデータを読み出すとともに、CPU９１から供給されたデータをメモリー
スティック５１に書き込む。
【０１０３】
USB（Universal Sirial Bus）インターフェース（I/F）９６は、発振器９７から供給され
るクロック信号に同期して、接続されているUSB機器であるドライブ１１１からデータま
たはプログラムを入力するとともに、CPU９１から供給されたデータをドライブ１１１に
供給する。
【０１０４】
ドライブ１１１は、必要に応じて装着される磁気ディスク１２１、光ディスク１２２、光
磁気ディスク１２３、または半導体メモリ１２４に記録されているデータまたはプログラ
ムを読み出して、そのデータまたはプログラムを、USBインターフェース９６を介して、C
PU９１またはEDO DRAM９４に供給する。また、ドライブ１１１は、装着されている磁気デ
ィスク１２１、光ディスク１２２、光磁気ディスク１２３、または半導体メモリ１２４に
データまたはプログラムを記録させる。
【０１０５】
Flash ROM９３，EDO DRAM９４、メモリースティックインターフェース９５、およびUSBイ
ンターフェース９６は、アドレスバスおよびデータバスを介して、CPU９１に接続されて
いる。
【０１０６】
表示部８１は、LCDバスを介して、CPU９１からデータを受信し、受信したデータに対応す
る画像または文字などを表示する。タッチパッド制御部９８は、表示部８１の下側に設け
られたタッチパッド８１ａが操作されたとき、操作に対応したデータ（例えば、タッチさ
れた座標を示す）を表示部８１から受信し、受信したデータに対応する信号をシリアルバ
スを介してCPU９１に供給する。
【０１０７】
EL（Electroluminescence）ドライバ９９は、表示部８１の液晶表示部の裏側に設けられ
ている電界発光素子を動作させ、表示部８１の表示の明るさを制御する。
【０１０８】
赤外線通信部１００は、UART（Universal asynchronous receiver-transmitter）を介し
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て、CPU９１から受信したデータを赤外線信号として、図示せぬ他の機器に送信するとと
もに、他の機器から送信された赤外線信号を受信して、CPU９１に供給する。PDA２はまた
、UARTを介して、他の機器と通信することができる。
【０１０９】
音声再生部１０２は、スピーカ、および音声のデータの復号回路などから構成され、予め
記憶している音声のデータ、または他の機器から受信した音声のデータなどを復号して、
再生し、音声を出力する。例えば、音声再生部１０２は、バッファ１０１を介して、CPU
９１から供給された音声のデータを再生して、データに対応する音声を出力する。
【０１１０】
電源回路１０３は、装着されているバッテリ１１２または接続されているAC（Alternatin
g current）アダプタ１１３から供給される電源の電圧を変換して、必要な電力をCPU９１
乃至音声再生部１０２に、それぞれ供給する。
【０１１１】
通信部１０４は、インターネット８などと接続し、CPU９１から供給されたデータ（例え
ば、電子メールなど）を、所定の方式のパケットに格納して、インターネット８を介して
、他の機器に送信する。また、通信部１０４は、インターネット８を介して、他の機器か
ら受信したパケットに格納されているデータまたはプログラムをCPU９１に出力する。
【０１１２】
図１１は、パーソナルコンピュータ１１の構成例を示している。
【０１１３】
CPU１３１は、各種アプリケーションプログラムや、基本的なOS（operating system）を
実際に実行する。ROM１３２は、一般的には、CPU１３１が使用するプログラムや演算用の
パラメータのうちの基本的に固定のデータを格納する。RAM１３３は、CPU１３１の実行に
おいて使用するプログラムや、その実行において適宜変化するパラメータを格納する。こ
れらはCPUバスまたはメモリバスなどから構成されるホストバス１３４により相互に接続
されている。
【０１１４】
ホストバス１３４は、ブリッジ１３５を介して、PCI(Peripheral Component Interconnec
t/Interface)バスなどの外部バス１３６に接続されている。
【０１１５】
キーボード１３８は、CPU１３１に各種の指令を入力するとき、ユーザにより操作される
。マウス１３９は、CRT（cathode ray tube）１４０の画面上のポイントの指示や選択を
行うとき、ユーザにより操作される。CRT１４０は、各種情報をテキストやイメージで表
示する。ハードディスクドライブ（HDD）１４１およびFDD（Floppy Disk Drive）１４２
は、それぞれハードディスクまたはフロッピーディスクを駆動し、それらにCPU１３１に
よって実行するプログラムや情報を記録または再生させる。スピーカ１４３は、所定の音
声を再生する。これらのキーボード１３８乃至スピーカ１４３は、インターフェース１３
７に接続されており、インターフェース１３７は、外部バス１３６、ブリッジ１３５、お
よびホストバス１３４を介してCPU１３１に接続されている。
【０１１６】
画像処理ボード１４４は、CPU１３１の制御の下、アンテナ１２から供給された信号、VCR
１３から供給される画像または音声のアナログ信号、または、ネットワーク１５を介して
、DVCR１４から供給される画像または音声のデジタルデータに基づいて、所定の画像また
は音声のデータを生成し、外部バス１３６およびインターフェース１３７を介して、ハー
ドディスクドライブ１４１に出力する。
【０１１７】
また、画像処理ボード１４４は、外部バス１３６およびインターフェース１３７を介して
、ハードディスクドライブ１４１に記録されている画像または音声のデータを入力し、入
力された画像または音声のデータに対応するアナログ信号を生成して、VCR１３に供給し
、または入力された画像または音声のデータに対応するデジタルデータを生成して、ネッ
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トワーク１５を介して、DVCR１４に供給する。
【０１１８】
画像処理ボード１４４は、外部バス１３６、ブリッジ１３５、およびホストバス１３４を
介して、CPU１３１に接続されている。
【０１１９】
通信ボード１４５は、公衆回線網４と接続するための装置であり、具体的にはイーサネッ
トボード等で構成され、外部バス１３６、ブリッジ１３５、およびホストバス１３４を介
してCPU１３１に接続されている。
【０１２０】
次に、図１２を参照して、画像処理ボード１４４の詳細な構成例について説明する。
【０１２１】
1394インターフェース１５１は、IEEE1394の規定に対応する構成を有し、ネットワーク１
５に接続され、IEEE1394の規定に対応するプロトコルに基づき、DVCR１４から供給される
画像または音声のDVCRフォーマットのデジタルデータを受信し、DV（Digital Video）デ
ータインターフェース１５２に供給する。
【０１２２】
また、1394インターフェース１５１は、DVデータインターフェース１５２から供給された
画像または音声のDVCRフォーマットのデジタルデータを、IEEE1394の規定に対応するプロ
トコルに基づき、DVCR１４に供給する。
【０１２３】
DVデータインターフェース１５２は、1394インターフェース１５１から供給されたDVCRフ
ォーマットの画像または音声のデジタルデータ、またはデジタルセレクタ１５７から供給
された画像または音声のデジタルデータ（例えば、４：１：１などの圧縮されていないデ
ジタルデータなど）をDVデータ圧縮伸張回路１５３に出力し、DVデータ圧縮伸張回路１５
３から供給されたDVCRフォーマットの画像または音声のデジタルデータを1394インターフ
ェース１５１に出力し、DVデータ圧縮伸張回路１５３から供給された画像または音声の非
圧縮のデジタルデータをデジタルセレクタ１５７に出力する。
【０１２４】
DVデータ圧縮伸張回路１５３は、DVデータインターフェース１５２から供給されたDVCRフ
ォーマットの画像または音声のデジタルデータを、圧縮されていない画像または音声のデ
ジタルデータに伸張して、DVデータインターフェース１５２に出力し、または、DVデータ
インターフェース１５２から供給された圧縮されていない画像または音声のデジタルデー
タを、DVCRフォーマットの画像または音声のデジタルデータに圧縮し、DVデータインター
フェース１５２に出力する。
【０１２５】
チューナ１５４は、アンテナ１２から供給されたRF（radio Frequency）信号を入力し、
所定のチャンネルの画像および音声のアナログ信号をアナログセレクタ１５５に出力する
。アナログセレクタ１５５は、チューナ１５４、VCR１３、またはD/A（Digital/Analog）
変換回路１６１から供給された画像または音声のアナログ信号のいずれかを選択し、A/D
（Analog/Digital）変換回路１５６またはVCR１３に出力する。
【０１２６】
A/D変換回路１５６は、アナログセレクタ１５５から供給された画像および音声のアナロ
グ信号を、デジタルデータに変換し、デジタルセレクタ１５７に出力する。デジタルセレ
クタ１５７は、DVデータインターフェース１５２、A/D変換回路１５６、またはMPEGデコ
ーダ１６０から出力された画像および音声のデジタルデータを入力し、いずれかの画像お
よび音声のデジタルデータを選択し、DVデータインターフェース１５２、MPEGエンコーダ
１５８、またはD/A変換回路１６１に出力するとともに、ブリッジ１５９に出力する。
【０１２７】
MPEGエンコーダ１５８は、デジタルセレクタ１５７から供給された画像および音声のデジ
タルデータを、MPEG方式のデジタルデータに圧縮し、ブリッジ１５９に出力する。また、
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MPEGエンコーダ１５８は、シーンの切り替わりの画像を、静止画像に変換し、ブリッジ１
５９に出力する。
【０１２８】
ブリッジ１５９は、デジタルセレクタ１５７から供給された画像および音声の非圧縮のデ
ジタルデータを、画像処理ボード１４４が装着されているパーソナルコンピュータ１１の
PCIバス１３６およびインターフェース１３７を介して、CRT１４０に出力する。ブリッジ
１５９は、MPEGエンコーダ１５８から供給されたMPEG方式の画像または音声のデジタルデ
ータを、画像処理ボード１４４が装着されているパーソナルコンピュータ１１のPCIバス
１３６を介して、ハードディスクドライブ１４１、またはCPU１３１に出力する。さらに
、ブリッジ１５９は、PCIバス１３６を介して、パーソナルコンピュータ１１のハードデ
ィスクドライブ１４１から、MPEG方式の画像または音声のデジタルデータを受信し、MPEG
デコーダ１６０に出力する。
【０１２９】
MPEGデコーダ１６０は、ブリッジ１５９から供給されたMPEG方式の画像または音声のデジ
タルデータを伸張して、圧縮されていない画像または音声のデジタルデータとし、デジタ
ルセレクタ１５７に出力する。
【０１３０】
D/A変換回路１６１は、デジタルセレクタ１５７から供給された画像および音声のデジタ
ルデータを、アナログ信号に変換し、アナログセレクタ１５５に出力する。
【０１３１】
なお、MPEGエンコーダ１５８またはMPEGデコーダ１６０に対応する処理は、所定のプログ
ラムにより、CPU１３１が実行するようにしてもよい。
【０１３２】
また、EPGサーバ１０およびパーソナルコンピュータ１６の構成は、スピーカ１４３およ
び画像処理ボード１４４を除いた図１１のパーソナルコンピュータ１１の構成と同様であ
るため、その説明は省略する。
【０１３３】
図１３は、i-mode（商標）機能を有するカメラ付デジタル携帯電話機１が有するアプリケ
ーションプログラムを説明する図である。
【０１３４】
WWWブラウザ１７１は、HTTP等の所定の手続きに基づいて、EPGサーバ１０が開設している
EPG情報（すなわち、放送予定の番組に関する情報）配信用の簡易ホームページにアクセ
スすることにより、インターネット８を介して送信されてくるコンパクトHTMLファイルを
受信し、そのコンパクトHTMLファイルに対応する画像を表示させるプログラムである。
【０１３５】
録画予約設定プログラム１７２は、WWWブラウザ１７１により受信され、表示されたEPG情
報に基づいて、録画予約の設定を行い、所定のテレビジョン放送局の所定の番組の録画予
約を設定するためのプログラムである。
【０１３６】
音声認識プログラム１７３は、ユーザがマイクロフォン４３を用いて、録画予約の設定を
行うための情報を音声で入力したとき、入力された音声を認識して、認識した結果を録画
予約設定プログラム１７２に送信するプログラムである。
【０１３７】
電子メールプログラム１７４は、アクセスサーバ６に対し、自分宛の電子メールを送信す
るように要求し、自分宛の電子メールをダウンロード（受信）するプログラムである。電
子メールプログラム１７４はまた、アクセスサーバ６に対し、所定の宛先に電子メールを
送信するように要求するプログラムである。
【０１３８】
受信時メロディ再生プログラム１７５は、電子メールが送信されてくる可能性のある差出
人のメールアドレスに所定の音楽ファイルを登録しておく（対応付ける）ことにより、そ
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の電子メールが電子メールプログラム１７４により受信されたとき、対応付けられている
音楽ファイルを自動的に再生するためのプログラムである。
【０１３９】
図１４は、パーソナルコンピュータ１１が有するアプリケーションプログラムを説明する
図である。
【０１４０】
定期起動用常駐タイマプログラム１７６は、自分宛の電子メールが着信されているか否か
を自動的にチェックするプログラムであり、所定の時間毎に、パーソナルコンピュータ１
１の電源オフの状態からOSを起動し、さらに、録画予約プログラム１７７および電子メー
ルプログラム１７８を起動させる。
【０１４１】
録画予約プログラム１７７は、定期起動用常駐タイマプログラム１７６の起動要求に基づ
いて起動し、電子メールプログラム１７８から供給される、電子メールに添付された録画
予約データに基づき、番組の録画予約を実行するプログラムである。
【０１４２】
電子メールプログラム１７８は、定期起動用常駐タイマプログラム１７６の起動要求に基
づいて起動し、アクセスサーバ６に対し、自分宛の電子メールを送信するように要求し、
自分宛の電子メールをダウンロード（受信）するプログラムである。電子メールプログラ
ム１７８はまた、アクセスサーバ６に対し、所定の宛先に電子メールを送信するように要
求するプログラムである。
【０１４３】
次に、以上の第１の実施の形態の動作について説明する。第１の実施の形態の動作では、
カメラ付デジタル携帯電話機１で番組の録画予約が設定され、EPGサーバ１０に対して、
予約メール（録画予約データが添付された電子メール）の送信が要求されると、その送信
要求に基づいて、EPGサーバ１０から、録画予約データが添付された電子メール（予約メ
ール）が、インターネット８、アクセスサーバ６、および、公衆回線網４を介してパーソ
ナルコンピュータ１１に送信され、録画予約が実行される。
【０１４４】
まず、カメラ付デジタル携帯電話機１を用いて、遠隔地に設置されている（自宅の）パー
ソナルコンピュータ１１に対して録画予約の設定を行う動作について説明する。
【０１４５】
ユーザが、外出先において、所望の番組の録画予約を行いたいと思った場合、カメラ付デ
ジタル携帯電話機１の操作キー４１を用いて、所定のキーコマンドを入力し、WWWブラウ
ザ１７１を起動させる。
【０１４６】
これにより、WWWブラウザ１７１を実行するカメラ付デジタル携帯電話機１の主制御部６
１は、インターネット８を介してEPGサーバ１０より提供されるコンパクトHTMLファイル
を受信し、図１５に示されるようなテレビ番組情報画面（トップページ）を液晶ディスプ
レイ３５に表示させる。
【０１４７】
図１５に示すテレビ番組情報画面には、録画予約サービスを受けるための登録が済んでい
るユーザが選択可能な「登録ユーザ」、録画予約サービスを受けるための登録が未だ済ん
でいないユーザが選択する「未登録ユーザ」、録画予約サービスに関する規定を見る場合
に選択される「サービス規定」、および録画予約サービスに関する各種機能の説明を見る
場合に選択される「機能説明」のカテゴリが表示されている。
【０１４８】
例えば、ユーザが、ジョグダイヤル４４を回動操作することにより、液晶ディスプレイ３
５に表示されているテレビ番組情報画面の「未登録ユーザ」をハイライト表示させ、さら
にジョグダイヤル４４を本体２３の内部方向に押圧すると（すなわち、「未登録ユーザ」
を選択すると）、録画予約設定プログラム１７２が起動されるとともに、録画予約サービ
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スを受けるのに予め必要とされる登録処理のための登録画面（図示せず）が表示される。
ユーザは、この登録画面において、ユーザ名、パスワード、メールアドレス、録画予約先
（自宅）のメールアドレス、および、生年月日などのユーザ情報を入力することにより、
EPGサーバ１０から個有のユーザIDを予め取得しておくことで、録画予約サービスを受け
ることができる。
【０１４９】
また、例えば、ユーザが、ジョグダイヤル４４を用いて、「登録ユーザ」を選択すると、
録画予約設定プログラム１７２が起動されるとともに、EPGサーバ１０に対して、録画予
約サービスの提供が要求される。そして、録画予約設定プログラム１７２を実行する主制
御部６１は、インターネット８を介してEPGサーバ１０より提供されるコンパクトHTMLフ
ァイルを受信し、図１６に示されるようなログイン画面を液晶ディスプレイ３５に表示さ
せる。
【０１５０】
図１６に示すログイン画面には、ユーザIDおよびパスワードを設定（入力）するためのフ
ィールドが表示されている。予め登録処理を行っているユーザが、これらのフィールドに
、ユーザIDおよびパスワードを入力し、「Ｇｏ」と表示されたボタンを選択すると、ユー
ザ情報（ユーザIDおよびパスワード）がEPGサーバ１０に送信される。EPGサーバ１０は、
送信されてくるユーザ情報から、カメラ付デジタル携帯電話機１のメールアドレス、およ
び、自宅のパーソナルコンピュータ１１のメールアドレスを、ユーザ登録時に予め登録さ
れているユーザ情報から特定することができる。
【０１５１】
録画予約サービスにログインされると、主制御部６１は、EPGサーバ１０よりさらに提供
されるコンパクトHTMLファイルを受信し、図１７に示されるような地域選択画面を液晶デ
ィスプレイ３５に表示させる。
【０１５２】
図１７に示す地域選択画面には、「北海道」、「関東」、「中部」、「関西」、および「
福岡」のカテゴリが表示されている。これらのカテゴリのいずれかが選択されると、後段
の動作で、その地域に見合った番組情報が提供される。なお、上述したユーザ登録におい
て、予め地域を選択しておくことにより、この地域選択画面を表示させないようにするこ
とも可能である。
【０１５３】
例えば、ユーザが、ジョグダイヤル４４を用いて、液晶ディスプレイ３５に表示されてい
るテレビ番組情報画面の「関東」のカテゴリを選択すると、主制御部６１は、EPGサーバ
１０よりさらに提供されるコンパクトHTMLファイルを受信し、図１８に示されるようなカ
テゴリ選択画面を液晶ディスプレイ３５に表示させる。
【０１５４】
図１８に示すカテゴリ選択画面には、今日放送予定の番組に関する情報を見る場合に選択
される「きょうの番組」、明日放送予定の番組に関する情報を見る場合に選択される「あ
すの番組」、録画予約サービスに関する規定を見る場合に選択される「サービス規定」、
および録画予約サービスに関する各種機能の説明を見る場合に選択される「機能説明」の
カテゴリが表示されている。
【０１５５】
例えば、ユーザが、ジョグダイヤル４４を用いて、液晶ディスプレイ３５に表示されてい
るカテゴリ選択画面の「あすの番組」のカテゴリを選択すると、主制御部６１は、EPGサ
ーバ１０よりさらに提供されるコンパクトHTMLファイルを受信し、図１９に示されるよう
な「あすの番組」に関するカテゴリ選択画面を液晶ディスプレイ３５に表示させる。
【０１５６】
図１９に示すカテゴリ選択画面には、明日放送予定の映画に関する情報を見る場合に選択
される「映画」、明日放送予定のドラマに関する情報を見る場合に選択される「ドラマ」
、明日放送予定のスポーツに関する情報を見る場合に選択される「スポーツ」、明日放送
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予定の音楽に関する情報を見る場合に選択される「音楽」、明日放送予定のバラエティに
関する情報を見る場合に選択される「バラエティ」、明日放送予定の暮らし・趣味に関す
る情報を見る場合に選択される「暮らし・趣味」、明日放送予定の社会・報道に関する情
報を見る場合に選択される「社会・報道」、および明日放送予定の教養に関する情報を見
る場合に選択される「教養」のカテゴリが表示されている。
【０１５７】
例えば、ユーザが、ジョグダイヤル４４を用いて、液晶ディスプレイ３５に表示されてい
るカテゴリ選択画面の「スポーツ」のカテゴリを選択すると、主制御部６１は、EPGサー
バ１０よりさらに提供されるコンパクトHTMLファイルを受信し、図２０に示されるような
「スポーツ」に関するカテゴリ選択画面を液晶ディスプレイ３５に表示させる。
【０１５８】
図２０に示すカテゴリ選択画面には、午前７時５５分から放送予定のオリンピックに関す
る情報を見る場合に選択される「オリンピック前07:55」、午前８時３５分から放送予定
のオリンピックに関する情報を見る場合に選択される「オリンピック前08:35」、午前１
０時００分から放送予定のニュースに関する情報を見る場合に選択される「ニュース前10
:00」、および午後７時００分から放送予定のプロ野球に関する情報を見る場合に選択さ
れる「プロ野球後19:00」のカテゴリが表示されている。
【０１５９】
例えば、ユーザが、ジョグダイヤル４４を用いて、液晶ディスプレイ３５に表示されてい
るカテゴリ選択画面の「プロ野球後19:00」のカテゴリを選択すると、主制御部６１は、E
PGサーバ１０よりさらに提供されるコンパクトHTMLファイルを受信し、図２１に示される
ような「プロ野球」に関する番組情報画面を液晶ディスプレイ３５に表示させる。
【０１６０】
図２１に示す番組情報画面には、いま選択された「プロ野球」に関する詳細な番組情報が
表示されている。
【０１６１】
例えば、ユーザが、図２１の番組情報画面に表示されている「プロ野球」に関する詳細な
番組情報を確認し、この「プロ野球」の番組の録画予約を行う場合、「iEPG予約する」と
表示されたボタンを選択する。この操作により、主制御部６１は、EPGサーバ１０に対し
て、指定された宛先（いまの場合、自宅のパーソナルコンピュータ１１）に録画予約デー
タを送信するように要求する。
【０１６２】
EPGサーバ１０は、この送信要求に基づき、図示せぬEPG情報データベースに記録されてい
る所定のテレビジョン放送局の所定の番組の録画を予約するための録画予約データを検索
し、検索した結果である録画予約データを電子メールに添付し、インターネット８、アク
セスサーバ６、および公衆回線網４を介してパーソナルコンピュータ１１に送信する。
【０１６３】
図２２は、録画予約データの例を示す図である。録画予約データは、テキストデータで構
成されている。
【０１６４】
録画予約データの第１行目に示されている「Subject:TVPI200006021900」は、このデータ
が録画を行うための制御コマンドであることを示している。録画予約データの第２行目に
示されている「Content-type:application/x-tv-program-info;charset=shift_jis」は、
このデータが録画予約データであることを示している。録画予約データの第４行目には、
「station:」に続けて、録画するチャンネルを特定するためのデータが記述される。例え
ば、図２２の「station:日本テレビ（商標）」においては、録画するチャンネルを特定す
るためのデータは、「日本テレビ」である。
【０１６５】
同様に、録画予約データの第５行目乃至第８行目には、録画を開始する日付けおよび時刻
を特定するデータが記述され、第９行目には、録画を終了する時刻を特定するデータが記
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述される。
【０１６６】
以下、本発明の録画予約データは、TVPI（Television Program-Info）フォーマットで記
述されているので、適宜、録画予約データをTVPIファイルと呼ぶことにする。
【０１６７】
パーソナルコンピュータ１１は、後述するように、EPGサーバ１０から電子メールを受信
すると、受信した電子メールに添付されている録画予約データ（図２２）をハードディス
クドライブ１４１に記憶するとともに、その録画予約データに基づき、録画予約を実行す
る。そして、パーソナルコンピュータ１１は、録画予約が完了したとき、その旨を通知す
るメッセージ（電子メール）をカメラ付デジタル携帯電話機１に送信する。このとき、カ
メラ付デジタル携帯電話機１では、予めパーソナルコンピュータ１１のメールアドレスに
音楽ファイルを対応付けておくことにより、所望の着信音で、パーソナルコンピュータ１
１から電子メールを受信したことを知ることができる。
【０１６８】
次に、電子メール受信時に所望の着信メロディを再生させる動作について説明する。
【０１６９】
ユーザが、カメラ付デジタル携帯電話機１の操作キー４１を用いて、所定のキーコマンド
を入力し、受信時メロディ再生プログラム１７５を起動させる。これにより、受信時メロ
ディ再生プログラム１７５を実行するカメラ付デジタル携帯電話機１の主制御部６１は、
図２３に示されるような予約完了通知のメロディ設定画面を液晶ディスプレイ３５に表示
させる。
【０１７０】
図２３に示すメロディ設定画面には、「Melody＿Ａ」、「Melody＿Ｂ」、「Melody＿Ｃ」
、「Melody＿１」、「Melody＿２」、および「Melody＿３」が表示されている。
【０１７１】
例えば、ユーザが、ジョグダイヤル４４を用いて、メロディ設定画面の「Melody＿Ａ」を
選択すると、既に特定されている宛先（いまの場合、自宅のパーソナルコンピュータ１１
のメールアドレス）にその音楽ファイルが対応付けられ、メモリースティック５１に記憶
される。
【０１７２】
そして、パーソナルコンピュータ１１から電子メールが送信されてくると、受信時メロデ
ィ再生プログラム１７５を実行する主制御部６１は、電子メールのヘッダ情報を抽出し、
そのヘッダ情報に含まれる差出人のメールアドレスの部分に対応付けられた音楽ファイル
をメモリースティック５１から読み出し、スピーカ３４に出力させる。
【０１７３】
このように、カメラ付デジタル携帯電話機１では、予めパーソナルコンピュータ１１のメ
ールアドレスに音楽ファイルを対応付けておくことにより、パーソナルコンピュータ１１
から録画予約が完了したか否かのメッセージを受信するとき、予め設定した着信メロディ
で、その着信（受信）を知ることができる。
【０１７４】
次に、図２４のフローチャートを参照して、カメラ付デジタル携帯電話機１が実行する、
録画予約の設定処理について説明する。
【０１７５】
ステップＳ１において、録画予約設定プログラム１７２を実行するカメラ付デジタル携帯
電話機１の主制御部６１は、インターネット８を介してEPGサーバ１０と接続する。ステ
ップＳ２において、主制御部６１は、ユーザにより所定の番組の録画予約が設定されたか
否かを判定し、所定の番組の録画予約が設定されるまで待機する。
【０１７６】
ステップＳ２において、所定の番組の録画予約が設定されると、ステップＳ３に進み、主
制御部６１は、EPGサーバ１０に対して、いま設定された録画予約に関する録画予約デー
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タを電子メールに添付し、パーソナルコンピュータ１１に送信するように要求する。ステ
ップＳ４において、主制御部６１はEPGサーバ１０との接続を解除させ、処理は終了され
る。
【０１７７】
次に、図２５のフローチャートを参照して、EPGサーバ１０が実行する、録画予約データ
を電子メールに添付し、その電子メールをパーソナルコンピュータ１１に送信する送信処
理について説明する。
【０１７８】
ステップＳ１１において、EPGサーバ１０のCPU（図示せず）は、カメラ付デジタル携帯電
話機１より、録画予約データの送信要求を受信したか否かを判定し、録画予約データの送
信要求を受信するまで待機する。
【０１７９】
ステップＳ１１において、録画予約データの送信要求を受信すると、ステップＳ１２に進
み、EPGサーバ１０のCPU（図示せず）は、録画予約データ（図２２）を電子メールに添付
する。すなわち、EPGサーバ１０は、ユーザからの操作に基づいて、例えば、図２６に示
されるように、「TO：」の後にメールの送信先「foo@aa.ne.com」（パーソナルコンピュ
ータ１１のメールアドレス）を記述し、「FROM:」の後にメールの送信元「foo@aa.doco.n
e.jp」（カメラ付デジタル携帯電話機１のメールアドレス）を記述し、「Subject:」の後
に「TVPI200006021900」を記述し、さらに、アイコン１８０を記述し、電子メールを作成
する。このアイコン１８０は、「TVPI200006021900」の実データ（図２２）が添付されて
いることを意味する。また、「TVPI」の後に続く数字「200006021900」は、録画予約の開
始日および開始時刻（すなわち、2000年６月２日19時）を示している。
【０１８０】
ステップＳ１３において、EPGサーバ１０のCPUは、ステップＳ１１の処理で録画予約デー
タが添付された電子メールを、インターネット８、アクセスサーバ６、および、公衆回線
網４を介してパーソナルコンピュータ１１に送信し、処理は終了される。
【０１８１】
次に、図２７のフローチャートを参照して、パーソナルコンピュータ１１が実行する、録
画予約データの受信処理について説明する。
【０１８２】
ステップＳ２１において、定期起動用常駐タイマプログラム１７６を実行するパーソナル
コンピュータ１１のCPU１３１は、設定した時間（例えば、１０分）が経過したか否かを
判定し、設定した時間が経過するまで待機する。そして、ステップＳ２１において、設定
した時間が経過したと判定されると、ステップＳ２２に進み、CPU１３１は、電源オフの
状態からOSを起動させ、録画予約プログラム１７７および電子メールプログラム１７８を
起動させる。電子メールプログラム１７８を実行するCPU１３１は、通信ボード１４５に
対して所定の制御信号を出力し、公衆回線網４を介してアクセスサーバ６を呼出し、パー
ソナルコンピュータ１１宛の電子メール（例えば、図２６に示された電子メール）が届い
ているか否かを判定する。
【０１８３】
ステップＳ２２において、パーソナルコンピュータ１１宛の電子メールが未だ届いていな
いと判定された場合、ステップＳ２１に戻り、上述した処理を繰り返す。そして、ステッ
プＳ２２において、パーソナルコンピュータ１１宛の電子メールが届いていると判定され
ると、ステップＳ２３に進み、CPU１３１は、アクセスサーバ６に届いている電子メール
を、公衆回線網４および通信ボード１４５を介して読み込み、その電子メールに添付され
ている録画予約データ（TPVIファイル）をRAM１３３に格納する。
【０１８４】
ステップＳ２４において、録画予約プログラム１７７を実行するCPU１３１は、ステップ
Ｓ２３の処理でRAM１３３に格納された録画予約データを読み出し、そこに制御コマンド
を含むコマンド文字列が含まれているか否かを判定し、電子メールに、制御コマンドを含
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むコマンド文字列が含まれていないと判定した場合、ステップＳ２１に戻り、上述した処
理を繰り返す。
【０１８５】
ステップＳ２４において、電子メールに、制御コマンドを含むコマンド文字列が含まれて
いると判定されると、ステップＳ２５に進み、CPU１３１は、さらに、コマンド文字列が
「TVPI」であるか否かを判定する。
【０１８６】
ステップＳ２５において、コマンド文字列が「TVPI」（図２２の例の場合、コマンド文字
列は「TVPI200006021900」）であると判定された場合、ステップＳ２６に進み、CPU１３
１は、予約処理を実行する。
【０１８７】
ここで、図２８のフローチャートを参照して、予約処理についてさらに詳細に説明する。
【０１８８】
ステップＳ４１において、録画予約プログラム１７７を実行するCPU１３１は、「TVPI」
のコマンド文字列の設定内容（パラメータ）が正常であるか否か、すなわち、例えば、既
に設定され、ハードディスクドライブ１４１に記憶されている録画予約データ（TVPIファ
イル）と今回受信した録画予約データの録画時間が一部重なるか否かを判定する。
【０１８９】
ステップＳ４１において、設定内容が正常である（録画時間が重ならない）と判定された
場合、ステップＳ４２に進み、CPU１３１は、録画予約データ（TVPIファイル）に含まれ
るパラメータを抽出する。
【０１９０】
TVPIファイルより抽出されるパラメータには、録画するチャンネルを特定するためのデー
タが含まれる。このデータは、所定の範囲での曖昧な記述が許され、例えば、図２９に示
すチャンネル変換ファイルを利用した処理により、所定のチャンネル（放送局）が特定す
るデータに変換される。
【０１９１】
チャンネル変換ファイルの、例えば、「4,0,0,4，日本テレビ，日本テレビ，日テレ，日
本テレビ放送網（いずれも商標），NTV」の文字列は、左から１つ目の数字、すなわち、
「４」がチャンネルを特定するデータであり、左から３つ目のコンマの右に位置する数字
、すなわち、「４」がチャンネル表示のデータであり、左から４つ目のコンマの右に位置
する文字列、すなわち、「日本テレビ」がチャンネル名称表示のためのデータである。左
から５つ目のコンマの右に位置する、コンマで区切られた文字列（「日本テレビ」，「日
テレ」，「日本テレビ放送網」，「NTV」のそれぞれ）は、チャンネル変換ファイルの所
定の文字列とマッチングさせるための文字列である。
【０１９２】
例えば、録画予約データの第４行目に、「station:日本テレビ」と記述されている場合、
録画予約プログラム１７７は、「station:」に続く文字列「日本テレビ」が、チャンネル
変換ファイルの、左から５つ目のコンマの右に位置する文字列とマッチングするか否かを
判定する。
【０１９３】
図２９の例に示されるように、チャンネル変換ファイルに、「4,0,0,4，日本テレビ，日
本テレビ，日テレ，日本テレビ放送網，NTV」の文字列が含まれていれば、録画予約プロ
グラム１７７は、文字列「日本テレビ」（左から５つ目のコンマの右に位置する）とチャ
ンネル変換ファイルの文字列とがマッチングしたと判定する。
【０１９４】
録画予約データの文字列とチャンネル変換ファイルの文字列がマッチングしたとき、録画
予約プログラム１７７は、マッチングしたチャンネル変換ファイルの同じ列のチャンネル
を特定するデータを、チャンネルとして設定する。
【０１９５】
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従って、例えば、録画予約データのチャンネルを指定するための文字列が、「日本テレビ
」、「日テレ」、「日本テレビ放送網」、または「NTV」のいずれかでも、録画予約プロ
グラム１７７は、録画予約データを基に、チャンネルを、「４」に設定することができる
。
【０１９６】
このように、録画予約データのチャンネルを指定する文字列がある程度曖昧でも、録画予
約プログラム１７７は、録画予約データを基に、所定のチャンネルを設定することができ
る。
【０１９７】
図２８に戻って、ステップＳ４３において、CPU１３１は、ステップＳ４２の処理で抽出
されたパラメータをハードディスクドライブ１４１に記憶し、録画タイマの動作を開始さ
せる。
【０１９８】
ステップＳ４４において、CPU１３１は、録画予約された内容を、携帯電話機１のユーザ
に確認してもらうために、例えば、図３０に示されるような電子メールを作成し、通信ボ
ード１４５および公衆回線網４を介して、カメラ付デジタル携帯電話機１に送信する。
【０１９９】
図３０に示す電子メールでは、メッセージ「録画予約が完了しました。予約番号：２」が
記述されている。なお、録画予約が完了した旨を通知するメッセージだけでなく、例えば
、番組名、録画開始時刻、録画終了時刻、および録画モードなどの情報を記述するように
してもよい。この電子メールを受信したカメラ付デジタル携帯電話機１のユーザは、録画
予約が完了したことを知ることができる。
【０２００】
図２８に戻って、ステップＳ４１において、設定内容が正常ではない、すなわち、既に設
定されている録画予約データと今回受信した録画予約データの録画時間が一部重なると判
定された場合、ステップＳ４５に進み、CPU１３１は、設定内容が不能であることをカメ
ラ付デジタル携帯電話機１のユーザに確認してもらうために、例えば、図３１に示される
ような電子メールを作成し、通信ボード１４５および公衆回線網４を介して、カメラ付デ
ジタル携帯電話機１に送信する。
【０２０１】
図３１に示す電子メールでは、メッセージ「予約番号１のデータと録画時間が一部重なり
ますので予約することができません」が記述されている。なお、設定内容が不能である旨
を通知するメッセージだけでなく、例えば、既に予約されている番組名、録画開始時刻、
および録画終了時刻などの情報を記述するようにしてもよい。この電子メールを受信した
カメラ付デジタル携帯電話機１のユーザは、録画予約ができないことを知ることができる
。
【０２０２】
図２８に戻って、ステップＳ４４またはＳ４５の処理の後、処理は、図２７のステップＳ
２６にリターンする。そして、ステップＳ２６の処理にリターンされた後、ステップＳ２
１に戻り、上述した処理が繰り返される。
【０２０３】
ステップＳ２５において、コマンドの文字列が「TVPI」ではないと判定された場合、ステ
ップＳ２７に進み、CPU１３１は、さらに、コマンドの文字列が「Cancel」であるか否か
を判定する。
【０２０４】
ステップＳ２７において、コマンドの文字列が「Cancel」であると判定された場合、ステ
ップＳ２８に進み、CPU１３１は、キャンセル処理を実行する。
【０２０５】
ここで、図３２のフローチャートを参照して、キャンセル処理についてさらに詳細に説明
する。
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【０２０６】
ステップＳ６１において、録画予約プログラム１７７を実行するCPU１３１は、指定され
た録画予約データが存在するか否か、すなわち、指定された録画予約データがハードディ
スクドライブ１４１に記憶されているか否かを判定し、指定された録画予約データが存在
すると判定した場合、ステップＳ６２に進む。
【０２０７】
ステップＳ６２において、CPU１３１は、指定された録画予約データをハードディスクド
ライブ１４１から削除する。ステップＳ６３において、CPU１３１は、録画予約データを
削除したことをカメラ付デジタル携帯電話機１のユーザに確認してもらうために、例えば
、図３３に示されるような電子メールを作成し、通信ボード１４５および公衆回線網４を
介して、カメラ付デジタル携帯電話機１に送信する。
【０２０８】
図３３に示す電子メールでは、メッセージ「録画予約を削除しました。削除番号：２」が
記述されている。なお、削除した旨を通知するメッセージだけでなく、例えば、番組名、
予約されていた録画開始時刻、録画終了時刻、および録画モードなどの情報を記述するよ
うにしてもよい。この電子メールを受信したカメラ付デジタル携帯電話機１のユーザは、
予約番号２の録画予約データが削除されたことを知ることができる。
【０２０９】
図３２に戻って、ステップＳ６１において、指定された録画予約データが存在しないと判
定された場合、ステップＳ６４に進み、CPU１３１は、指定された録画予約データの削除
が不能であることを携帯電話機１のユーザに確認してもらうために、例えば、図３４に示
されるような電子メールを作成し、通信ボード１４５および公衆回線網４を介して、カメ
ラ付デジタル携帯電話機１に送信する。
【０２１０】
図３４に示す電子メールでは、メッセージ「予約番号１を見つけることができませんので
削除することができません」が記述されている。なお、削除することができない旨を通知
するメッセージだけでなく、例えば、指定された番組名などの情報を記述するようにして
もよい。この電子メールを受信したカメラ付デジタル携帯電話機１のユーザは、予約番号
２の録画予約データが削除できなかったことを知ることができる。
【０２１１】
図３２に戻って、ステップＳ６３またはＳ６４の処理の後、処理は、図２７のステップＳ
２８にリターンする。そして、ステップＳ２８の処理にリターンされた後、ステップＳ２
１に戻り、上述した処理が繰り返される。
【０２１２】
このように、パーソナルコンピュータ１１では、送信されてきた電子メールに添付されて
いる録画予約データに基づいて、録画予約が自動的に行われる。
【０２１３】
次に、図３５のフローチャートを参照して、カメラ付デジタル携帯電話機１が実行する、
電子メール受信処理について説明する。
【０２１４】
ステップＳ８１において、電子メールプログラム１７４を実行するカメラ付デジタル携帯
電話機１の主制御部６１は、インターネット８を介してアクセスサーバ６から自分宛の電
子メール（例えば、図３０に示された電子メール）を受信する。ステップＳ８２において
、主制御部６１は、ステップＳ８１の処理で受信された電子メールのメールヘッダ情報を
抽出する。
【０２１５】
ステップＳ８３において、主制御部６１は、ステップＳ８２の処理で抽出された電子メー
ルのメールヘッダ情報に含まれる差出人のメールアドレス（いまの場合、「foo@aa.ne.co
m」）を読み出す。ステップＳ８４において、主制御部６１は、ステップＳ８３の処理で
読み出されたメールアドレスに音楽ファイルが対応付けられているか否か、すなわち、メ
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モリースティック５１を参照し、そこにステップＳ８３の処理で読み出されたメールアド
レスが記憶されており、かつ、そのメールアドレスに音楽ファイルが対応付けられている
か否かを判定する。
【０２１６】
ステップＳ８４において、メールアドレスに音楽ファイルが対応付けられていると判定さ
れた場合、ステップＳ８５に進み、主制御部６１は、メモリースティック５１に記憶され
ている、メールアドレスに対応付けられた音楽ファイル（図２３を用いて説明した例の場
合、「Melody_Ａ」の音楽ファイル）を読み出し、音声コーデック７０に出力する。音声
コーデック７０は、入力された音楽ファイルをアナログ信号に変換し、そのアナログ信号
に対応する音声（着信メロディ）をスピーカ３４に出力させる。
【０２１７】
ステップＳ８４において、メールアドレスに音楽ファイルが対応付けられていないと判定
された場合、ステップＳ８６に進み、主制御部６１は、予め設定されている通常の音声（
着信メロディ）をスピーカ３４に出力させる。
【０２１８】
ステップＳ８５またはＳ８６の処理の後、ステップＳ８７において、主制御部６１は、ユ
ーザの操作に基づいて、受信された電子メール（図３０）を液晶ディスプレイ３５に表示
させ、処理は終了される。
【０２１９】
このように、カメラ付デジタル携帯電話機１のユーザは、パーソナルコンピュータ１１で
録画予約の設定が完了したか否かの確認を、電子メールで受け取ることができる。また、
パーソナルコンピュータ１１から電子メールを受信する場合、予め、パーソナルコンピュ
ータ１１のメールアドレスに所定の音楽ファイルを対応付けておくことにより、通常の着
信メロディとは異なる着信メロディを出力することができ、容易に、録画予約に関する電
子メールの着信を知ることができる。
【０２２０】
さらに、パーソナルコンピュータ１１では、録画予約の設定が完了したか否かの確認を電
子メールでカメラ付デジタル携帯電話機１に送信するだけでなく、例えば、録画予約され
た番組の録画開始時刻の３０分前に、再び、カメラ付デジタル携帯電話機１に、メッセー
ジ「３０分後に、予約番号１の録画が開始されます」が記述された電子メール（図示せず
）を送信するようにして、再度、ユーザに録画予約を確認させることも可能である。これ
により、ユーザは、録画予約を行うか否かの最終確認を行うことができ、この時点で、録
画予約をキャンセルすることができる。
【０２２１】
次に、図３６のフローチャートを参照して、パーソナルコンピュータ１１が実行する、録
画処理について説明する。
【０２２２】
ステップＳ９１において、録画予約プログラム１７７を実行するパーソナルコンピュータ
１１のCPU１３１は、ハードディスクドライブ１４１に記憶されている録画予約データ（T
VPIファイル）を読み出し、ステップＳ９２において、図示せぬRTC（Real Time Clock）
から現在時刻を読み出す。
【０２２３】
ステップＳ９３において、CPU１３１は、ステップＳ９１の処理で読み出された録画予約
データに含まれる録画開始時刻とステップＳ９２の処理で読み出された現在時刻とを比較
し、録画を開始するか否かを判定する。
【０２２４】
ステップＳ９３において、録画を開始すると判定された場合、ステップＳ９４に進み、CP
U１３１は、録画を開始する。
【０２２５】
例えば、ステップＳ９１の処理で読み出された録画予約データが、図２２に示されたデー
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タである場合、CPU１３１は、チューナ１５４に対して、「チャンネル４」を選局するよ
うに指示する。チューナ１５４は、アンテナ１２から供給されたRF信号を入力し、所定の
チャンネル（いまの場合、４チャンネル）の画像および音声のアナログ信号を、アナログ
セレクタ１５５を介してVCR１３に出力する。これにより、VCR１３は、供給された画像お
よび音声を、装着されている図示せぬビデオカセットに記録させる。
【０２２６】
ステップＳ９５において、CPU１３１は、図示せぬRTCから現在時刻を読み出す。ステップ
Ｓ９６において、CPU１３１は、現在時刻とハードディスクドライブ１４１から読み出さ
れた録画予約データに含まれる録画終了時刻とを比較し、録画予約を終了するか否かを判
定する。
【０２２７】
ステップＳ９６において、未だ録画を終了しないと判定された場合、ステップＳ９４に戻
り、上述した処理を繰り返す。
【０２２８】
そして、ステップＳ９６において、録画を終了すると判定されると、ステップＳ９７に進
み、録画を終了する。
【０２２９】
その後、処理は、ステップＳ９１に戻り、それ以降の処理が繰り返し実行される。
【０２３０】
このように、パーソナルコンピュータ１１は、送信されてきた録画予約データが添付され
た電子メールを受信し、その録画予約データをハードディスクドライブ１４１に記憶させ
ることにより、その録画予約データに基づいて、自動的に録画処理を行うことができる。
【０２３１】
以上の各装置の処理を、相互の処理の順序が明らかなようにまとめると、図３７と図３８
に示されるようになる。そこで、次に、図３７および図３８のフローチャートを参照して
、画像記録システム全体の番組の予約処理について説明する。
【０２３２】
ステップＳ１０１において、録画予約設定プログラム１７２を実行するカメラ付デジタル
携帯電話機１の主制御部６１は、インターネット８を介してEPGサーバ１０にアクセスす
る。
【０２３３】
ステップＳ１１０において、EPGサーバ１０のCPU（図示せず）は、カメラ付デジタル携帯
電話機１からアクセスされると、トップページ（図１５）をカメラ付デジタル携帯電話機
１に配信する。
【０２３４】
ステップＳ１０２において、カメラ付デジタル携帯電話機１は、ユーザにより、例えば、
図１５のトップページの「登録ユーザ」を選択した後に表示されるログイン画面（図１６
）にユーザIDおよびパスワードが入力されると（ログインされると）、そのユーザ情報を
EPGサーバ１０に送信する。
【０２３５】
ステップＳ１１１において、EPGサーバ１０は、カメラ付デジタル携帯電話機１から送信
されてくるユーザ情報に基づいて、予約元（すなわち、カメラ付デジタル携帯電話機１）
のメールアドレス、および、予約先（すなわち、パーソナルコンピュータ１１）のメール
アドレスを特定する。
【０２３６】
ステップＳ１０３において、カメラ付デジタル携帯電話機１の主制御部６１は、ユーザに
より所定の番組予約が設定されると（すなわち、例えば、図２１に示された番組情報画面
の「iEPG予約する」と表示されたボタンが選択されると）、EPGサーバ１０に対して、指
定された予約先に録画予約データを送信するように要求する。
【０２３７】
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ステップＳ１１２において、EPGサーバ１０は、カメラ付デジタル携帯電話機１からの送
信要求に基づいて、図示せぬEPG情報データベースに記録されている所定のテレビジョン
放送局の所定の番組の録画を予約するための録画予約データ（図２２）を検索し、検索し
た結果である録画予約データを添付した電子メール（予約メール）を作成する。ステップ
Ｓ１１３において、EPGサーバ１０は、ステップＳ１１２の処理で作成された予約メール
（録画予約データが添付された電子メール）を、インターネット８を介してアクセスサー
バ６に送信する。
【０２３８】
ステップＳ１２１において、アクセスサーバ６のCPU（図示せず）は、EPGサーバ１０から
送信されてきた予約メールを、予約先（パーソナルコンピュータ１１）に割り当てられた
HDD（ハードディスクドライブ）上のメールスプールに格納する。
【０２３９】
ステップＳ１３１において、定期起動用常駐タイマプログラム１７６を実行するパーソナ
ルコンピュータ１１のCPU１３１は、所定の時間が経過すると、電源オフの状態からOSを
起動させ、電子メールプログラム１７８を起動させる。ステップＳ１３２において、電子
メールプログラム１７８を実行するCPU１３１は、アクセスサーバ６を呼出し、自分宛の
電子メール（例えば、図２６に示された電子メール）が届いているか否かをチェックする
。
【０２４０】
ステップＳ１２２において、アクセスサーバ６は、パーソナルコンピュータ１１から呼び
出されると、ステップＳ１２１の処理でメールスプールに格納しておいた予約メール（録
画予約データが添付された電子メール）をパーソナルコンピュータ１１に転送する。
【０２４１】
ステップＳ１３３において、電子メールプログラム１７８を実行するパーソナルコンピュ
ータ１１のCPU１３１は、アクセスサーバ６から転送されてきた予約メールを受信し、そ
れを解読する。CPU１３１は、受信した予約メールに添付されている録画予約データ（TVP
Iファイル）を抽出する。ステップＳ１３４において、CPU１３１は、ステップＳ１３３の
処理で抽出されたTVPIファイルのデータ形式を、録画予約プログラム１７７が読み込みこ
み可能なデータ形式にエクスポートする（書き出す）。
【０２４２】
ステップＳ１４１において、定期起動用常駐タイマプログラム１７６を実行するパーソナ
ルコンピュータ１１のCPU１３１は、所定の時間が経過すると、電源オフの状態からOSを
起動させ、録画予約プログラム１７７を起動させる。ステップＳ１４２において、録画予
約プログラム１７７を実行するCPU１３１は、電子メールプログラム１７８からエクスポ
ートされたTVPIファイルをインポートする（読み込む）。
【０２４３】
ステップＳ１４３において、録画予約プログラム１７７を実行するCPU１３１は、番組録
画の予約処理を実行する。なお、予約処理は、図２８のフローチャートを用いて説明した
ステップＳ２１乃至Ｓ２３の処理と同様の処理を実行するので、その説明は省略する。ス
テップＳ１４４において、録画予約プログラム１７７を実行するCPU１３１は、予約が完
了した旨を電子メールプログラム１７８に通知する。
【０２４４】
ステップＳ１３５において、電子メールプログラム１７８を実行するCPU１３１は、録画
予約プログラム１７７からの完了通知を受けて、録画予約が完了した旨を通知するメッセ
ージが記述された返信メール（図３０）を作成する。ステップＳ１３６において、電子メ
ールプログラム１７８が実行するCPU１３１は、ステップＳ１３５の処理で作成された返
信メールを、インターネット８を介してアクセスサーバ６に送信する。
【０２４５】
ステップ１２３において、アクセスサーバ６のCPU（図示せず）は、パーソナルコンピュ
ータ１１から送信されてきた返信メールを、カメラ付デジタル携帯電話機１に転送する。
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【０２４６】
ステップＳ１０４において、電子メールプログラム１７４を実行するカメラ付デジタル携
帯電話機１の主制御部６１は、アクセスサーバ６より転送されてきた返信メールを受信す
る。この返信メールを受信したカメラ付デジタル携帯電話機１は、液晶ディスプレイ３５
に、メールの内容を表示させる。これにより、ユーザは、この表示（返信メール）を見て
、録画予約が完了したことを知ることができる。
【０２４７】
このように、カメラ付デジタル携帯電話機１を携帯しているユーザが、外出先において、
自宅に設置されているパーソナルコンピュータ１１に録画予約を実行させたいと思った場
合、EPGサーバ１０から提供される録画予約サービスにおいいて、所定の番組の録画予約
の設定を行うことにより、EPGサーバ１０に録画予約データの送信が要求される。EPGサー
バ１０は、この送信要求に基づいて、対応する録画予約データを添付した電子メールをパ
ーソナルコンピュータ１１に送信する。そして、この電子メールを受信したパーソナルコ
ンピュータ１１は、電子メールに添付されている録画予約データに基づいて、録画予約を
行うことが可能になる。
【０２４８】
以上においては、外出先で、ユーザが携帯しているカメラ付デジタル携帯電話機１から、
自宅のパーソナルコンピュータ１１の録画予約を実行させるようにしたが、本発明はこれ
に限らず、企業内に設置されているパーソナルコンピュータ１６から、自宅のパーソナル
コンピュータ１１の録画予約を実行させることも可能である。
【０２４９】
次に、このパーソナルコンピュータ１６から、自宅のパーソナルコンピュータ１１の録画
予約を実行させる場合の第２の実施の形態の動作について説明する。第２の実施の形態の
動作では、パーソナルコンピュータ１６で番組の録画予約が設定され、EPGサーバ１０に
対して、予約メールの送信が要求されると、その送信要求に基づき、EPGサーバ１０から
、録画予約データが添付された電子メールが、インターネット８、アクセスサーバ６、お
よび、公衆回線網４を介してパーソナルコンピュータ１１に送信され、録画予約が実行さ
れる。
【０２５０】
まず、パーソナルコンピュータ１６を用いて、遠隔地に設置されている（自宅の）パーソ
ナルコンピュータ１１に対して録画予約の設定を行う動作について説明する。なお、パー
ソナルコンピュータ１６が有するアプリケーションプログラムは、図１３を用いて説明し
たカメラ付デジタル携帯電話機１が有するアプリケーションプログラムと同様のものであ
るとする。
【０２５１】
録画予約サービスを受けるためのユーザ登録が既に終了しているユーザが、企業（会社）
内において、所望の番組の録画予約を行いたいと思った場合、パーソナルコンピュータ１
６のキーボードやマウス（いずれも図示せず）を用いて、所定のキーコマンドを入力し、
WWWブラウザ１７１を起動させる。
【０２５２】
これにより、WWWブラウザ１７１を実行するパーソナルコンピュータ１６は、インターネ
ット８を介してEPGサーバ１０より提供されるHTMLファイルを受信し、図３９に示される
ようなテレビ番組情報画面（トップページ）をCRT（図示せず）に表示させる。
【０２５３】
例えば、ユーザが、マウスを用いて、テレビ番組情報画面の録画予約ボタン１８１を選択
すると、録画予約設定プログラム１７２が起動されるとともに、EPGサーバ１０に対して
、録画予約サービスの提供が要求される。そして、録画予約設定プログラム１７２を実行
するパーソナルコンピュータ１６は、インターネット８を介してEPGサーバ１０より提供
されるHTMLファイルを受信し、図４０に示されるような番組表をCRTに表示させる。この
番組表には、各番組に対応するように、所定の録画予約データをリクエストするためのリ
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クエストボタン１９１－１乃至１９１－１１がそれぞれ配置されている。
【０２５４】
例えば、リクエストボタン１９１－１が選択されると、パーソナルコンピュータ１６は、
EPGサーバ１０に対して、指定された宛先に、NHK（商標）総合の「７時のニュース」を録
画予約するための録画予約データを送信するように要求する。リクエストボタン１９１－
２が選択されると、パーソナルコンピュータ１６は、EPGサーバ１０に対して、指定され
た宛先に、NHK総合の「テレビマップ」の録画予約データを送信するように要求する。リ
クエストボタン１９１－３が選択されると、パーソナルコンピュータ１６は、EPGサーバ
１０に対して、指定された宛先に、NHK総合の「ドラマ」を録画予約するための録画予約
データを送信するように要求する。リクエストボタン１９１－４が選択されると、パーソ
ナルコンピュータ１６は、EPGサーバ１０に対して、指定された宛先に、NHK総合の「各地
の天気」を録画予約するための録画予約データを送信するように要求する。
【０２５５】
同様に、リクエストボタン１９１－５乃至１９１－１１が選択されると、パーソナルコン
ピュータ１６は、EPGサーバ１０に対して、指定された宛先に、各番組の録画予約データ
を送信するように、それぞれ要求する。
【０２５６】
このように、パーソナルコンピュータ１６は、ユーザにより図４０の番組表から所望の番
組が選択（クリック）されると、EPGサーバ１０に対して、その番組の録画予約データを
、指定された宛先（いまの場合、パーソナルコンピュータ１１）に送信するように要求す
る。EPGサーバ１０は、この送信要求に基づき、図示せぬEPG情報データベースに記録され
ている所定のテレビジョン放送局の所定の番組の録画を予約するための録画予約データを
検索し、検索した結果である録画予約データを電子メールに添付し、パーソナルコンピュ
ータ１１に送信する。パーソナルコンピュータ１１は、受信した電子メールに添付されて
いる録画予約データに基づき、録画予約を実行する。
【０２５７】
また、パーソナルコンピュータ１１は、予めパーソナルコンピュータ１６のメールアドレ
スに音楽ファイルを対応付けておくことにより、所望の着信音で、パーソナルコンピュー
タ１１から電子メールを受信したことを知ることができる。
【０２５８】
次に、電子メール受信時に所望の着信メロディを再生させる動作について説明する。
【０２５９】
ユーザが、パーソナルコンピュータ１６のキーボードやマウス（いずれも図示せず）を用
いて、所定のキーコマンドを入力し、受信時メロディ再生プログラム１７５を起動させる
。これにより、受信時メロディ再生プログラム１７５を実行するパーソナルコンピュータ
１６は、図４１に示されるような受信メロディ設定画面を図示せぬCRTに表示させる。
【０２６０】
図４１に示す受信メロディ設定画面では、メールアドレス表示部２１１に電子メールが送
られてくる可能性のある差出人のメールアドレスが複数表示されるとともに、選択曲表示
部２１２に差出人のメールアドレスに対応付けて再生させるための音楽ファイルの曲名お
よびアーティスト名が複数表示されている。
【０２６１】
例えば、ユーザが、マウスを用いて、メールアドレス表示部２１１において、カーソル２
１１ａを上下に動かすことにより所望のメールアドレス（いまの場合、「foo@aa.ne.com
」）を選択し、次に、選択曲表示部２１２において、カーソル２１２ａを上下に動かすこ
とにより、先程選択したメールアドレスに対応付ける音楽ファイル（いまの場合、「曲名
：Melody_A、アーティスト名：Artist_A」）を選択する。
【０２６２】
これにより、受信時メロディ再生プログラム１７５を実行するパーソナルコンピュータ１
６は、ユーザにより選択されたメールアドレスと音楽ファイルを対応付けた状態で、図示
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せぬハードディスクドライブに記憶させる。
【０２６３】
そして、パーソナルコンピュータ１１から電子メールが送信されてくると、受信時メロデ
ィ再生プログラム１７５を実行するパーソナルコンピュータ１６は、電子メールのヘッダ
情報を抽出し、そのヘッダ情報に含まれる差出人のメールアドレスの部分に対応付けられ
た音楽ファイルをハードディスクドライブから読み出し、図示せぬスピーカに出力させる
。
【０２６４】
このように、パーソナルコンピュータ１６では、予めパーソナルコンピュータ１１のメー
ルアドレスに音楽ファイルを対応付けておくことにより、パーソナルコンピュータ１１か
ら録画予約が完了したか否かのメッセージを受信するとき、予め設定した着信メロディで
、その着信（受信）を知ることができる。
【０２６５】
なお、パーソナルコンピュータ１６が実行する録画予約の設定処理は、図２４のフローチ
ャートを用いて説明したカメラ付デジタル携帯電話機１が実行する録画予約の設定処理と
同様であるため、その説明は省略する。また、パーソナルコンピュータ１６が実行する電
子メール受信処理は、図３５のフローチャートを用いて説明したカメラ付デジタル携帯電
話機１が実行する電子メール受信処理と同様であるため、その説明は省略する。
【０２６６】
以上においては、電子メールに添付する録画予約データをTVPIの制御コマンドを用いて記
述するようにしたが、本発明はこれに限らず、例えば、Tvpinfoの制御コマンドなど、予
め取り決めが可能な制御コマンドを適用することも可能である。
【０２６７】
また以上においては、カメラ付デジタル携帯電話機１またはパーソナルコンピュータ１６
を用いて録画予約の設定を行うようにしたが、本発明はこれに限らず、カメラ付デジタル
携帯電話機１およびPDA２を用いて、同様の処理を実行させることができる。
【０２６８】
なお、本発明は、カメラ付デジタル携帯電話機１、PDA２、およびパーソナルコンピュー
タ１６に限らず、ノート型のパーソナルコンピュータ、PHS（Personal Handyphone Syste
m）の端末装置、またはカーナビゲーションシステムなど、電子メールを送信したり、ま
たは、電子メールを受信する装置全般に適用することができる。
【０２６９】
また以上においては、カメラ付デジタル携帯電話機１の操作キー４１を用いて、所望の録
画予約の設定を行うようにしたが、本発明はこれに限らず、例えば、音声により所望の番
組の録画予約の設定を行うことも可能である。
【０２７０】
次に、図４２のフローチャートを参照して、音声認識による録画予約の設定処理について
説明する。なお、この処理は、ユーザが、カメラ付デジタル携帯電話機１の操作キー４１
を用いて、所定のキーコマンドを入力し、WWWブラウザ１７１を起動させたときに実行さ
れる。
【０２７１】
ステップＳ２０１において、WWWブラウザ１７１を実行するカメラ付デジタル携帯電話機
１の主制御部６１は、インターネット８を介してEPGサーバ１０と接続する。ステップＳ
２０２において、主制御部６１は、インターネット８を介してEPGサーバ１０より提供さ
れるコンパクトHTMLファイルを受信し、所定の画面（いまの場合、図１５に示すテレビ番
組情報画面）を液晶ディスプレイ３５に表示させるとともに、その内容に関する音声をス
ピーカ３４に供給し、出力させる。
【０２７２】
例えば、「録画予約サービスを受けるための登録が済んでいるユーザの場合には、“登録
ユーザ”と発話して下さい。録画予約サービスを受けるための登録が未だ済んでいないユ
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ーザの場合には、“未登録ユーザ”と発話して下さい。サービス規定を知りたい場合には
“サービス規定”と発話して下さい。また、録画予約サービスの各種機能の説明を知りた
い場合には、“機能説明”と発話して下さい」というメッセージがスピーカ３４を介して
出力される。
【０２７３】
ステップＳ２０３において、主制御部６１は、ユーザにより録画予約データの送信が要求
されたか否かを判定し、録画予約データの送信が未だ要求されていないと判定した場合、
ステップＳ２０４に進む。
【０２７４】
ステップＳ２０４において、主制御部６１は、ユーザによりマイクロフォン４３を用いて
音声が入力されたか否かを判定し、音声が入力されるまで待機する。
【０２７５】
ステップＳ２０４において、ユーザにより音声（例えば、「登録ユーザ」）が入力される
と、ステップＳ２０５に進み、主制御部６１は、音声認識プログラム１７３を起動させ、
ステップＳ２０４の処理で入力された音声を認識させ、ステップＳ２０２に戻る。
【０２７６】
ステップＳ２０２において、主制御部６１は、インターネット８を介してEPGサーバ１０
より提供されるコンパクトHTMLファイルを受信し、所定の画面（いまの場合、図１６に示
すログイン画面）を液晶ディスプレイ３５に表示させるとともに、その内容に関する音声
をスピーカ３４に供給し、出力させる。これにより、例えば、「ユーザIDとパスワードを
発話して下さい」というメッセージがスピーカ３４を介して出力される。
【０２７７】
ステップＳ２０３において、ユーザにより録画予約データの送信が未だ要求されていない
と判定されると、ステップＳ２０４に進み、主制御部６１は、ユーザによりマイクロフォ
ン４３を用いて音声が入力されるまで待機する。
【０２７８】
ステップＳ２０４において、ユーザにより音声（例えば、「ユーザIDはAAA、パスワード
はBBB」）が入力されると、ステップＳ２０５に進み、主制御部６１は、音声認識プログ
ラム１７３を起動させ、ステップＳ２０４の処理で入力された音声を認識させ、ステップ
Ｓ２０２に戻り、上述した処理を繰り返す。
【０２７９】
そして、ステップＳ２０２において、所定の画面（いまの場合、図２１に示す番組情報画
面）が液晶ディスプレイ３５に表示され、その内容に関する音声がスピーカ３４に供給さ
れ、出力されたとき、この音声を確認したユーザが、操作キー４１を用いて、「iEPG予約
する」と表示されたボタンを選択するか、あるいは、「その番組を録画予約」を音声で入
力する。これにより、録画予約データの送信が要求される。
【０２８０】
ステップＳ２０３において、ユーザにより録画予約データの送信が要求されたと判定され
た場合、ステップＳ２０６に進み、主制御部６１はEPGサーバ１０との接続を解除させる
。
【０２８１】
EPGサーバ１０は、この送信要求に基づき、図示せぬEPG情報データベースに記録されてい
る所定のテレビジョン放送局の所定の番組の録画を予約するための録画予約データを検索
し、検索した結果である録画予約データを電子メールに添付し、パーソナルコンピュータ
１１に送信する。
【０２８２】
このように、所定の番組に対応する番組名が音声で入力された場合にも、対話形式で、録
画予約の設定を行うことができる。以後の処理は、上述した場合と同様であるので、その
説明は省略する。
【０２８３】



(31) JP 4281238 B2 2009.6.17

10

20

30

40

50

なお、音声認識処理は、図１３および図４２に示すように、カメラ付デジタル携帯電話機
１の主制御部６１によって実行（処理）される例を説明したが、本発明はこれに限らず、
カメラ付デジタル携帯電話機１側での処理負荷の軽減を図るべく、これら一連の音声認識
処理を、図４に示すEPGサーバ１０側で行うようにすることも可能である。
【０２８４】
上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるが、ソフトウェアに
より実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そ
のソフトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコンピ
ュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行するこ
とが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、プログラム格納媒体からイン
ストールされる。
【０２８５】
コンピュータにインストールされ、コンピュータによって実行可能な状態とされるプログ
ラムを格納するプログラム格納媒体は、図１０に示されるように、磁気ディスク１２１（
フロッピディスクを含む）、光ディスク１２２（CD-ROM(Compact Disc-Read Only Memory
)、DVD(Digital Versatile Disc)を含む）、光磁気ディスク１２３（MD(Mini-Disc)を含
む）、もしくは半導体メモリ１２４などよりなるパッケージメディア、または、プログラ
ムが一時的もしくは永続的に格納されるFlash ROM９３や、ハードディスクなどにより構
成される。プログラム格納媒体へのプログラムの格納は、必要に応じてルータ、モデムな
どのインタフェースを介して、公衆回線網４、ローカルエリアネットワーク、インターネ
ット８、デジタル衛星放送といった、有線または無線の通信媒体を利用して行われる。
【０２８６】
なお、本明細書において、プログラム格納媒体に格納されるプログラムを記述するステッ
プは、記載された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に
処理されなくとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０２８７】
また、本明細書において、システムとは、複数の装置により構成される装置全体を表すも
のである。
【０２８８】
【発明の効果】
　本発明によれば、録画予約を、容易に、かつ、迅速に設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の録画予約の設定画面の表示例を示す図である。
【図２】従来の他の録画予約の設定画面の表示例を示す図である。
【図３】従来の他の録画予約の設定画面の表示例を示す図である。
【図４】本発明に係る画像記録再生システムの一実施の形態の構成例を示す図である。
【図５】図４のカメラ付デジタル携帯電話機の外観の構成例を示す図である。
【図６】図５のカメラ付デジタル携帯電話機の表示部の外観の構成例を示す図である。
【図７】図４のカメラ付デジタル携帯電話機の内部の構成例を示すブロック図である。
【図８】図４のPDAの外観の斜視図である。
【図９】図４のPDAの外観の正面図である。
【図１０】図４のPDAの電気的な構成例を示すブロック図である。
【図１１】図４のパーソナルコンピュータ１１の構成例を示すブロック図である。
【図１２】図１１の画像処理ボード構成例を示すブロック図である。
【図１３】カメラ付デジタル携帯電話機が有するアプリケーションプログラムを説明する
図である。
【図１４】パーソナルコンピュータが有するアプリケーションプログラムを説明する図で
ある。
【図１５】テレビ番組情報画面の表示例を示す図である。
【図１６】ログイン画面の表示例を示す図である。
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【図１７】地域選択画面の表示例を示す図である。
【図１８】カテゴリ選択画面の表示例を示す図である。
【図１９】他のカテゴリ選択画面の表示例を示す図である。
【図２０】他のカテゴリ選択画面の表示例を示す図である。
【図２１】番組情報画面の表示例を示す図である。
【図２２】録画予約データの例を示す図である。
【図２３】メロディ設定画面の表示例を示す図である。
【図２４】録画予約の設定処理を説明するフローチャートである。
【図２５】録画予約データの送信処理を説明するフローチャートである。
【図２６】電子メールの例を示す図である。
【図２７】録画予約データ受信処理を説明するフローチャートである。
【図２８】図２７のステップＳ１６の予約処理を詳細に説明するフローチャートである。
【図２９】チャンネル変換ファイルの例を示す図である。
【図３０】電子メールの例を示す図である。
【図３１】他の電子メールの例を示す図である。
【図３２】図２７のステップＳ１７のキャンセル処理を詳細に説明するフローチャートで
ある。
【図３３】電子メールの例を示す図である。
【図３４】他の電子メールの例を示す図である。
【図３５】電子メールの受信処理を説明するフローチャートである。
【図３６】録画処理を説明するフローチャートである。
【図３７】画像記録システムが実行する番組の予約処理を説明するフローチャートである
。
【図３８】図３７に続くフローチャートである。
【図３９】番組予約画面の表示例を示す図である。
【図４０】番組表の表示例を示す図である。
【図４１】受信メロディ設定画面の表示例を示す図である。
【図４２】音声認識による録画予約処理を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
１　カメラ付デジタル携帯電話機，　２　PDA，　３－１，３－２　基地局，４　公衆回
線網，８　インターネット，　１０　EPGサーバ，　１１　パーソナルコンピュータ，　
１２　アンテナ，　１３　VCR，　１４　DVCR，　３１　アンテナ，　３４　スピーカ，
　３５　液晶ディスプレイ，　４１　操作キー，４３　マイクロフォン，　５１　メモリ
ースティック，　６１　主制御部，　７０　音声コーデック，　８１　表示部，　８２　
キー，　９１　CPU，１０４通信部，　１２１　磁気ディスク，　１２２　光ディスク，
　１２３　光磁気ディスク，　１２４　半導体メモリ，１３１　CPU，　１３２　ROM，　
１３３　RAM，　１４１　ハードディスクドライブ，　１４５　通信ボード，　１７１　W
WWブラウザ，　１７２　録画予約設定プログラム，　１７３　音声認識プログラム，　１
７４　電子メールプログラム，　１７５　受信時メロディ再生プログラム，　１７６　定
期起動用常駐タイマプログラム，　１７７　録画予約プログラム，　１７８　電子メール
プログラム
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